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環境都市の交通まちづくり
［名鉄“公共交通中心”への新たな取り組み］
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阪神なんば線が
第8回「日本鉄道賞」を受賞
鉄道の発展や社会貢献に功績のあった鉄道事業者・団体に授与される「日本鉄道賞」。

西大阪高速鉄道株式会社が建設主体、阪神電気鉄道株式会社が運営主体として
2009年3月に開業した「阪神なんば線」が、第8回「日本鉄道賞」を受賞しました。

また、「地方鉄道技術連携賞」には、中小鉄道事業者連携プロジェクトを推進する東北鉄道協会が選ばれました。

阪神なんば線は、2009 年 3 月 20 日に開業。近鉄との
相互直通運転で、三宮－近鉄奈良間を最速 76 分で結ぶ。
難波を経由して、神戸と奈良を結ぶ広域ネットワークを生
み出した。また、西九条－大阪難波間に新設された 3 駅は、
それぞれ大阪市営地下鉄や南海電鉄と連絡。大阪都心西
部の鉄道ネットワークを拡充し、関西圏の活性化や利便性
向上に貢献した点が高く評価された。

東北鉄道協会では、鉄道事業者間で合同訓練や機器の貸与を実施する
技術力共有化事業、旅行客を紹介しあう相互旅客事業等による「中小鉄
道事業者連携プロジェクト」を推進。地方鉄道の安全性の向上、技術の
継承、利用の促進を図る、その取り組みが評価された。

関西圏活性化に貢献
「神戸・難波・奈良、つながる。
阪神なんば線開通！」
阪神なんば線（尼崎－大阪難波、10.1キロ）

中小鉄道事業者連携プロジェクト
東北鉄道協会

MINTETSU
NEWS

日本鉄道賞表彰選考委員会　地方鉄道技術連携賞

阪神なんば線
阪神電気鉄道株式会社・西大阪高速鉄道株式会社

阪神なんば線：ドーム前駅を発車する1000系

表彰される阪神電気鉄道株式会社
坂井信也社長

阪神電気鉄道株式会社 坂井信也社長（左）と
西大阪高速鉄道株式会社 嶋井敬司社長

日本
鉄道賞
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みんてつだより

阪神なんば線が第8回「日本鉄道賞」を受賞
基調報告�　　鉄道の未来学

脱温暖化社会における公共交通のあり方
●名古屋大学大学院 環境学研究科 教授　竹内恒夫

連載�　　地方民鉄紀行

京福電鉄［嵐電］
連載�　　リレーエッセイ

「西武線と私」
●エッセイスト　遠藤展子

連載�　　鉄道と映画

「霧の中の風景」
●財団法人運輸政策研究機構 会長　羽生次郎

連載�　　大正・昭和の鳥瞰図絵師　吉田初三郎の世界

高野山図絵
●首都大学東京非常勤講師　藤本一美

環境都市の
鉄道と車が共存した
交通システム確立を目指す。

特集／環境都市の交通まちづくり
［名鉄“公共交通中心”への新たな取り組み］

●名古屋鉄道株式会社 経営企画部（企画担当）　西尾 佳美

●名古屋鉄道株式会社 取締役社長　山本 亜土
●名古屋大学大学院 環境学研究科
　交通・都市国際研究センター 教授　森川 高行

電車で、ECO MOVE。
地域とともに環境にやさしい交通まちづくりを進める。

自動車交通の制御を急ぐ
パリ市の公共交通政策
第 3 回

◎日本民営鉄道協会とは？
昭和 42 年に社団法人として設立され、72社の民営鉄道会社で組織されています。
輸送力の増強と安全輸送の確保を促進し、鉄道事業の健全な発達を図り、もって国民経
済の発展に寄与することを目的とした活動を行っております。
なお、JR 各社や公営地下鉄などは加入しておりません。
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﹁
マ
イ
ナ
ス
25
％
﹂
論
議
と

公
共
交
通

わ
が
国
政
府
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
を
２
０
２
０
年
に
は
１
９
９
０
年
比
マ

イ
ナ
ス
25
％
に
す
る
こ
と
を
国
際
的
に
表
明

し
た
。
２
０
５
０
年
に
は
同
じ
く
マ
イ
ナ
ス

80
％
を
目
標
に
し
た
い
意
向
の
よ
う
で
あ
る
。

２
０
２
０
年
の
中
期
目
標
に
つ
い
て
は
、
前

政
権
で
１
９
９
０
年
比
マ
イ
ナ
ス
８
％
と
決

め
た
が
、
そ
の
際
、
こ
れ
を
含
め
て
６
つ
の

選
択
肢
が
複
数
の
政
府
系
研
究
機
関
の
モ
デ

ル
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
の

モ
デ
ル
も
、
環
境
税
な
ど
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
・
炭
素
価
格
の
上
昇
に
伴
い
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
の
高
い
機
器
・
設
備
へ
の
転
換
、

太
陽
光
発
電
の
導
入
な
ど
が
進
み
、
Ｃ
Ｏ
２

が
削
減
さ
れ
る
と
い
う
設
定
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
結
果
を
経
済
モ
デ
ル
で
分
析
し
、
Ｃ

Ｏ
２
削
減
の
経
済
へ
の
影
響
を
算
定
し
た
も

の
で
あ
る
。
６
つ
の
選
択
肢
の
う
ち
削
減
率

が
最
も
大
き
い
の
が
マ
イ
ナ
ス
25
％
で
あ
り
、

こ
の
た
め
に
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
を

現
在
の
55
倍
（
マ
イ
ナ
ス
８
％
で
は
20
倍
）、

次
世
代
自
動
車
を
保
有
台
数
の
40
％
（
同

20
％
）、
住
宅
断
熱
化
を
す
べ
て
の
既
築
・

新
築
住
宅
（
同
新
築
の
80
％
）
に
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
と
も
に
、
鉄
鋼
・
セ
メ
ン
ト
・

化
学
な
ど
の
生
産
量
を
下
げ
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
の
国
民

負
担
は
、
１
世
帯
当
た
り
年
間
36
万
円
で

あ
っ
た
。
政
府
の
マ
イ
ナ
ス
25
％
の
削
減
方

法
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

こ
の
前
政
権
の
選
択
肢
に
あ
っ
た
マ
イ
ナ
ス

25
％
の
方
法
を
前
提
に
し
て
、
経
済
へ
の
影

響
な
ど
を「
再
計
算
」し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
前
政
権
で
算
出
さ
れ
た
中

期
目
標
の
選
択
肢
は
、
次
世
代
自
動
車
へ

の
買
い
換
え
、
太
陽
電
池
の
普
及
な
ど
「
機

器
」
の
転
換
・
導
入
だ
け
を
前
提
に
し
て
お

り
、
現
政
権
下
で
再
計
算
し
て
い
る
の
も
、

こ
れ
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
前
提

と
す
る
限
り
、
再
計
算
し
て
も
結
果
は
大
き

く
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ

に
は
、
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
の
地
域
の
公

共
交
通
、
ま
ち
づ
く
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
あ
り
方
と
い
っ
た
「
脱
温

暖
化
社
会
」
の
本
質
的
な
課
題
が
全
く
視

野
に
入
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
マ
イ
ナ

ス
25
％
の
前
提
と
し
て
は
、
地
域
の
公
共
交

通
の
あ
り
方
を
十
分
に
議
論
す
る
必
要
が
あ

る
。

３
つ
の
環
境
戦
略

１
９
９
０
年
代
か
ら
、
脱
温
暖
化
社
会
や

循
環
型
社
会
の
形
成
、
あ
る
い
は
自
然
共
生

社
会
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
対
策
」

と
い
う
事
後
的
・
後
追
的
な
考
え
で
な
く
、「
○

○
社
会
」
づ
く
り
な
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め

の
戦
略
は
、
大
き
く
３
つ
に
分
類
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

は
じ
め
に
登
場
し
た
の
が
「
効
率
戦
略
」

で
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ブ
レ
イ
ク
、
エ
ル
ン

ス
ト
・
フ
ォ
ン
・
バ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
ら
が
提

名古屋大学大学院
環境学研究科 教授

竹内恒夫
Tsuneo TAKEUCHI
名古屋大学経済学部経済学科卒業。1977 年環境庁入庁（2001 年から環境省）。地球温暖化、循環型社会づ
くりなどを中心に、①二酸化炭素排出量・資源生産性などの国家目標づくり②エコマーク・グリーン購入・
エコアクション 21・こどもエコクラブ・環境カウンセラーなどの政策手法の企画・導入③京都議定書の批准

（2002 年 6 月）などに携わってきた。また、その間２度にわたりドイツ（ボン大学、ベルリン自由大学、ブッ
パタール気候環境エネルギー研究所）においてエコロジー政策を研究した。2006 年４月より現職。専門分
野は環境政策・環境行政。廃棄物学会に所属。著書に『環境構造改革―ドイツの経験から』など。

国際社会は、2050年に向けて、
1990年比 CO2 排出量 50％削減を目指している。
脱温暖化社会――低炭素型都市づくりの実現に向けて、
交通体系や都市のあり方、エネルギーの供給方法など、
地域に根ざした CO2 削減策に着目する。
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脱温暖化社会における
公共交通のあり方
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唱
し
た
。
１
９
９
０
年
代
は
じ
め
に
、「
持
続

可
能
な
開
発
に
関
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
カ
ウ
ン
シ

ル
」（
Ｂ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
、
現
在
は
Ｗ
Ｂ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
）
が

「
環
境
効
率
」
を
打
ち
出
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

「
環
境
効
率
革
命
」
の
時
代
に
入
っ
た
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。
自
動
車
の
燃
費
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
器
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
効

率
は
格
段
に
向
上
し
た
。
し
か
し
、
個
々
の

機
器
の
効
率
が
向
上
し
て
も
、
機
器
の
台

数
が
増
え
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
消
費

量
は
増
え
る
。
こ
れ
は
、「
Ｎ
字
カ
ー
ブ
の
ジ

レ
ン
マ
」
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
、
効
率
の
高

い
機
器
を
導
入
す
る
と
、
そ
の
使
用
時
間
な

ど
が
増
え
て
し
ま
い
、
効
率
向
上
の
効
果
は

減
殺
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、「
リ
バ
ウ
ン
ド
効
果
」

と
言
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
例
え
ば
、
自
動
車
で
あ
れ
ば
、

バ
イ
オ
燃
料
に
す
る
と
、
環
境
へ
の
負
荷
は

な
く
な
る
。
移
動
手
段
を
自
動
車
か
ら
鉄
道
、

自
転
車
な
ど
に
転
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、

環
境
負
荷
は
格
段
に
減
る
。
ヨ
ゼ
フ
・
フ
ー

バ
ー
は
、
こ
れ
ら
を
「
整
合
戦
略
」
と
呼
ん

で
い
る
。
た
だ
し
、
バ
イ
オ
燃
料
の
生
産
の

た
め
に
、
生
態
系
を
破
壊
し
て
し
ま
う
場
合

も
あ
る
。
ま
た
、
近
く
ブ
レ
イ
ク
し
そ
う
な

電
気
自
動
車
も
、
単
体
で
み
れ
ば
効
率
は
良

く
、
走
っ
て
い
る
と
き
に
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出
は

な
い
が
、
社
会
全
体
が
電
気
自
動
車
に
シ
フ

ト
し
て
い
っ
た
ら
、
た
く
さ
ん
の
発
電
所
が

必
要
に
な
る
。
こ
れ
は
、
タ
イ
プ
の
異
な
る

効
率
戦
略
で
あ
っ
て
、
本
質
的
な
解
決
策
に

な
ら
な
い
。

３
つ
目
の
戦
略
は
、「
充
足
戦
略
」
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
ハ
ー
マ
ン
・
デ
イ
リ
ー
、
ボ

ル
フ
ガ
ン
グ
・
ザ
ッ
ク
ス
ら
が
提
起
し
た
。「
充

足
」
と
は
何
か
を
定
義
す
る
こ
と
は
容
易
で

は
な
い
が
、「
移
動
」
を
例
に
し
て
そ
の
方
法

を
示
す
と
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
、
地
産
地

消
と
い
っ
た
移
動
す
る
距
離
を
短
く
す
る
仕

組
み
、
あ
る
い
は
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
と
い
っ
た
移
動
す
る

手
段
を
共
有
す
る
仕
組
み
な
ど
で
あ
る
。

先
ほ
ど
の
日
本
の
中
期
目
標
の
設
定
の
際

に
採
用
さ
れ
、
再
計
算
さ
れ
て
い
る
の
は
、

主
に
、
環
境
効
率
戦
略
で
あ
り
、
太
陽
光
発

電
が
こ
れ
に
加
わ
っ
て
い
る
。
全
国
レ
ベ
ル

の
取
り
組
み
だ
け
で
あ
る
。
図
２
に
あ
る
よ

う
に
、
効
率
戦
略
だ
け
で
は
、
中
長
期
的
な

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
削
減
で
き
ず
、
整
合
戦
略

と
充
足
戦
略
の
組
み
合
わ
せ
が
あ
っ
て
、
は

じ
め
て
中
長
期
的
な
削
減
が
可
能
に
な
る
こ

と
が
わ
か
る
。

交
通
関
係
で
い
え
ば
、
公
共
交
通
を
軸
と

し
た
整
合
戦
略
と
充
足
戦
略
の
組
み
合
わ
せ

が
、
中
長
期
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
鍵
と
な
る
の

で
あ
る
。

公
共
交
通
を
軸
と
し
た

整
合
戦
略
と
充
足
戦
略
の
組
み
合
わ
せ

図
３
は
、
筆
者
ら
が
作
成
中
の
東
海
３

県
の
２
０
５
０
年
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２
マ
イ
ナ

ス
80
％
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

「
削
減
策
」
の
上
か
ら
２
つ
（
燃
費
の
良
い

自
動
車
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
高
い
家
電
製

品
へ
の
転
換
、太
陽
光
発
電
大
幅
導
入
）
は
、

全
国
レ
ベ
ル
の
削
減
策
で
あ
る
。
政
府
の
中

期
目
標
達
成
の
主
要
な
削
減
策
で
あ
る
が
、
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効率戦略
Efficiency

①燃費の良い自動車
②エネルギー効率の
　高い家電製品
③リサイクル

①バイオ燃料の自動車、
　鉄道・バス・自転車
②太陽光発電、
　太陽熱温水器
③リユース

①カーシェアリング、
　コミュニティサイクル
②パッシブソーラー
③リデュース
④コンパクトシティ、
　地産地消

整合戦略
Consistency

充足戦略
Sufficiency

全国レベル

BAU
（成り行きケース）

BAU
（人口が 20％減に、
 CO2は10％減に）

地域レベル
図1　3つの環境戦略
出所：“Fair Future-Ein Report des WuppertalInstituts-Begrenzte
Ressourcen und Globale Gerechtigkeit”（2006 年）などから筆者作成

図 3　東海 3県における 2050年 CO2マイナス80％ロードマップ（イメージ）
出所：筆者作成

図 2　効率戦略・整合戦略・充足戦略の関係図式
出所：筆者作成

1990

一次エネルギー供給量は約 4割減に

2000 2010 2020 2030 2040 2050

時間

環境負荷量
（例：CO2、資源燃費）

リバウンド効果
N字カーブのジレンマ
リバウンド効果
N字カーブのジレンマ

効率
戦略

整合
戦略

充足
戦略

注：原子力（3基）・水力は現状維持

最終エネルギー消費は半減に

90年比
80％減

90年比
20％強減

全国レベルの削減策

1.16億 t

1.26億 t

0.93億 t

地域に根差した削減策

燃費の良い自動車・
エネルギー効率の
高い家電製品への
転換

郊外の大型石炭火力
から都市ガス熱
併給発電への転換

公共交通＋コミュニ
ティサイクル・
カーシェアリング

熱併給発電からの
熱への転換
（コンパクトシティ）

省エネ・節水型・太陽熱・
断熱等リフォーム

廃棄物系バイオマス・
メタンの都市ガス等利用

「駅そば生活」
（コンパクトシティ）

太陽光発電大幅導入

廃プラの代替燃料化

自治体グリーン PPS

15％

5％

5％

5％

4％

2％

5％

5％

10％

20％

90 年
排出量に
占める
削減量
の割合削減策

0.12億 t0.12億 t
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こ
れ
ら
だ
け
で
は
２
０
５
０
年

に
１
９
９
０
年
排
出
量
の
20
％

程
度
の
削
減
に
し
か
な
ら
な
い
。

「
削
減
策
」
の
３
つ
目
以
下
の

地
域
に
根
差
し
た
削
減
策
を
講

じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
地
域

に
お
け
る
交
通
体
系
、
ま
ち
づ

く
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
改
革
で
あ
る
。

（
１
）「
公
共
交
通
＋
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
サ
イ
ク
ル
・
カ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
」

こ
の
う
ち
、「
公
共
交
通
＋
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
・
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
」
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
や
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
公
共
交
通
と
連
携
さ
せ
、

こ
れ
ら
が
公
共
交
通
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
動
車
か
ら
公
共
交
通
へ
の
転
換

を
図
る
こ
と
が
狙
い
。
前
述
の「
整
合
戦
略
」

と
「
充
足
戦
略
」
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。

後
述
の
よ
う
に
、
名
古
屋
市
内
で
は
、
こ

れ
を
目
指
し
た
社
会
実
験
が
行
わ
れ
て
き
た
。

（
２
）「
駅
そ
ば
生
活
」

ま
た
、「
駅
そ
ば
生
活
」
は
、
名
古
屋
市
が

最
近
策
定
し
た「
低
炭
素
都
市
な
ご
や
戦
略
」

に
お
け
る
主
要
な
方
策
の
１
つ
で
あ
り
、
公

共
交
通
の
駅
、
特
に
、
交
通
の
結
節
点
の

周
辺
に
、
生
活
・
仕
事
圏
を
形
成
さ
せ
て
い

き
、
人
や
物
資
の
移
動
の
距
離
を
短
く
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
都
市
名
古
屋
と

い
え
ど
も
、
長
期
的
に
は
人
口
が
減
少
す
る

の
で
、
名
古
屋
市
内
を
数
十
の
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
に
し
よ
う
と
す
る
構
想
で
あ
る
。な
お
、

「
低
炭
素
都
市
な
ご
や
戦
略
」
の
削
減
目
標

は
、
２
０
２
０
年
に
１
９
９
０
年
比
マ
イ
ナ

ス
25
％
、
２
０
５
０
年
に
同
じ
く
マ
イ
ナ
ス

80
％
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
目
標
は
鳩
山
政
権

誕
生
以
前
に
設
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

「
駅
そ
ば
生
活
」
に
は
、
さ
ら
に
別
の
大

き
な
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
が
あ
る
。

「
戦
略
」
に
は
、
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
図

３
の
「
削
減
策
」
の
下
か
ら
２
つ
目
の
「
熱

併
給
発
電
か
ら
の
熱
へ
の
転
換
」
で
あ
る
。

駅
の
周
辺
に
生
活
・
仕
事
圏
を
形
成
し
て
い

く
と
、
そ
こ
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
特
に
、
熱

の
需
要
が
集
中
す
る
。
そ
こ
で
、
現
在
は
郊

外
に
あ
る
大
型
の
発
電
所
の
寿
命
が
く
る
頃

（
２
０
３
０
年
頃
）
に
、
駅
周
辺
の
生
活
・

仕
事
圏
ご
と
に
、熱
併
給
発
電
所
を
設
置
し
、

都
市
ガ
ス
を
燃
料
と
し
て
、
熱
需
要
に
応
じ

て
運
転
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
電
排
熱
を

地
域
の
冷
暖
房
・
給
湯
に
使
う
こ
と
が
で
き

る
。
筆
者
の
計
算
で
は
、
発
電
排
熱
が
こ
れ

名古屋市では、公共交通と自動車の利用割合を現状の 3：7 から 4：6 へ転換することを目指している。

栄駅近くにあるCO2 濃度データの街頭表示装置
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ま
で
の
灯
油
・
都
市
ガ
ス
な
ど
に
代
替
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
名
古
屋
市
内
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
、１
９
９
０
年
排
出
量
の
９
・
８
％

が
削
減
さ
れ
る
。

低
炭
素
都
市
を
つ
く
る
う
え
で
、
公
共
交

通
の
「
駅
」
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
で

あ
る
。

﹁
名
チ
ャ
リ
﹂︵
公
共
交
通
の
一
翼
を
担
う
放

置
自
転
車
を
活
用
し
た
共
有
自
転
車
︶

筆
者
の
研
究
室
で
は
、
学
生
た
ち
の
企
画

に
よ
り
、
放
置
自
転
車
を
活
用
し
た
共
有
自

転
車
シ
ス
テ
ム
の
社
会
実
験
を
３
回
実
施
し

て
き
た
。「
名
チ
ャ
リ
」で
あ
る
。
名
古
屋
は
、

ほ
と
ん
ど
が
平
坦
な
地
形
で
あ
り
、
自
転
車

の
利
用
が
活
発
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
放
置
自

転
車
の
量
も
多
い
。
名
古
屋
市
は
、
毎
年
、

約
7
万
台
の
放
置
自
転
車
を
収
集
し
て
い
る

が
、
こ
の
う
ち
、
所
有
者
が
現
れ
な
い
の
が

約
３
万
台
程
度
あ
る
。
一
方
、
名
古
屋
市
の

ヒ
ト
の
移
動
の
交
通
機
関
別
の
分
担
率
は
、

自
動
車
が
約
７
割
、
そ
の
他
が
約
３
割
で
あ

り
、
東
京
23
区
や
大
阪
市
と
は
逆
の
割
合
に

あ
り
、
名
古
屋
市
が
自
動
車
に
大
き
く
依
存

し
た
都
市
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
も
そ
も
、
自
転
車
は
個
人
が
私
有
し
て

お
り
、
目
的
地
に
着
け
ば
、
そ
こ
に
鍵
を
か

け
て
置
い
て
お
く
。
置
い
て
あ
る
場
所
に
も

よ
る
が
、
置
い
て
あ
る
自
転
車
は
他
の
人
の

邪
魔
に
な
る
だ
け
で
、
何
の
役
に
も
た
た
な

い
。
そ
こ
で
、
自
転
車
を
個
人
所
有
で
な
く
、

だ
れ
で
も
、
い
つ
で
も
使
え
る
よ
う
に
す
る

と
、
１
台
の
自
転
車
の
利
用
の
回
転
率
が

高
ま
り
、
置
い
て
い
る
時
間
が
短
く
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
名
チ
ャ
リ
の
発

想
で
あ
る
。
２
０
０
７
年
12
月
の
社
会
実
験

（
自
転
車
１
０
０
台
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
５
カ

所
、
２
週
間
）、
２
０
０
８
年
９
月
の
社
会

実
験
（
自
転
車
１
０
０
台
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

５
カ
所
、
３
日
間
）
の
結
果
で
は
、
１
台
当

た
り
の
利
用
回
数
は
１
日
で
２
回
を
超
え
て

い
た
。
２
０
０
９
年
10
月
20
日
か
ら
の
３
回

目
の
社
会
実
験（
自
転
車
３
０
０
台
、ス
テ
ー

シ
ョ
ン
30
カ
所
、
２
カ
月
間
）
で
は
、
会
員

登
録
も
11
月
末
で
２
万
人
を
超
え
、
１
台
当

た
り
の
利
用
回
数
は
８
回
を
超
え
る
日
が
続

く
よ
う
に
な
っ
た
。

も
う
1
つ
の
目
的
で
あ
る
自
動
車
か
ら
公

共
交
通
＋
名
チ
ャ
リ
へ
の
転
換
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
社
会
実
験
で
は
、
多
く
が
徒
歩

の
代
替
で
あ
り
、
自
動
車
の
代
替
は

５
％
程
度
と
み
ら
れ
る
が
、
３
回
目
の

社
会
実
験
は
、
規
模
が
大
き
く
、
期
間

が
長
い
こ
と
も
あ
り
、
郊
外
か
ら
の
買

い
物
、
通
勤
な
ど
で
自
動
車
を
使
っ
て

い
た
人
が
、
公
共
交
通
＋
名
チ
ャ
リ
に

乗
り
換
え
る
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ

る
。３

回
目
の
社
会
実
験
で
は
、
図
４
の

よ
う
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
配
置
し
て
あ

る
。名

鉄
・
Ｊ
Ｒ
・
近
鉄
の
名
古
屋
駅
か

ら
中
心
部
の
栄
ま
で
の
間
の
公
共
交
通

（
名
古
屋
市
交
通
局
・
地
下
鉄
）
の
駅

の
近
く
、
人
が
集
ま
る
主
要
な
地
点
計

30
カ
所
で
あ
る
。３
回
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

名
チ
ャ
リ
は
大
変
な
人
気
で
あ
り
、
30
カ
所

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
10
台
の
自
転
車
が
配

備
し
て
あ
っ
た
が
、
日
中
は
、
ほ
と
ん
ど
の
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
自
転
車
が
な
い
状
態
で
あ
る
。

こ
の
公
共
交
通
の
一
翼
を
担
う
名
チ
ャ
リ

は
、
こ
れ
を
事
業
と
し
て
展
開
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
共
交
通
と
連
携
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
事
業

化
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

公
共
交
通
の
役
割
の
新
た
な
視
点

自
動
車
か
ら
公
共
交
通
へ
シ
フ
ト
し
、
自

動
車
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
を
削
減
す
る
こ
と
が

脱
温
暖
化
社
会
づ
く
り
の
重
点
の
1
つ

で
あ
る
。
本
稿
で
は
、「
整
合
戦
略
」
と

「
充
足
戦
略
」
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
を

提
案
し
た
。
１
つ
は
、「
駅
そ
ば
生
活
」
と
い

う
名
古
屋
市
が
構
想
し
て
い
る
公
共
交
通
の

「
駅
」
を
中
心
と
し
た
生
活
・
仕
事
圏
づ
く

り
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ

ス
テ
ム
の
改
革
に
も
つ
な
が
る
。も
う
１
つ
は
、

放
置
自
転
車
を
活
用
し
た
共
有
自
転
車
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
が
公
共
交
通
と
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
自
動
車
か
ら
公
共
交
通
＋

共
有
自
転
車
へ
の
シ
フ
ト
に
つ
な
が
る
。

政
府
の
２
０
２
０
年
マ
イ
ナ
ス
25
％
の
シ

ナ
リ
オ
は
、
前
政
権
が
試
算
し
た
国
民
負
担

の
再
計
算
な
ど
で
は
な
く
、こ
の
よ
う
な
「
整

合
戦
略
」「
充
足
戦
略
」
の
視
点
か
ら
の
、
地

域
に
根
差
し
た
Ｃ
Ｏ
２
削
減
策
に
着
目
し
な

く
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。

基調報告 32

名チャリ・ステーション（栄広場：地図の 26 番）

図 4　名チャリ社会実験 2009（ステーション地図）出所：http://meichari.jp/portal/cycleStation.do
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「環境首都なごや」を掲げる名古屋市。
「２０１０年までにＣＯ２排出量を１９９０年水準から10％削減」という独自の削減目標を掲げ、
交通についても「自動車交通主体のまち」から「公共交通主体のまち」への切り替えを急いでいる。
名古屋を中心に愛知・岐阜両県下に４４４.２㎞の路線網を有する
名古屋鉄道株式会社（名鉄）は、早くからパーク･アンド ･ライド事業を推進するなど、

「自動車 + 鉄道」の交通システム整備を進めてきた。
公共交通利用を「身近で簡単な環境活動」と位置づけ、
広く鉄道利用を呼びかけるとともに、インターモーダルの推進に取り組む。
ゲストに名古屋大学大学院の森川高行教授をお迎えし、
名古屋鉄道株式会社山本亜土取締役社長とお話しいただいた。

文◉茶木　環（ジャーナリスト）撮影◉織本知之　写真提供◉名古屋鉄道株式会社

名古屋鉄道株式会社 取締役社長

山本 亜土
Ado YAMAMOTO

環境都市の
鉄道と車が共存した
交通システム確立を
目指す。

特集：環境都市の交通まちづくり
［名鉄“公共交通中心”への新たな取り組み］

対談

環境都市の
鉄道と車が共存した
交通システム確立を
目指す。
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中
京
都
市
圏
は
自
動
車
依
存
型

森
川　

中
京
都
市
圏
の
交
通
の
様
相
か
ら
話

を
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
３
大
都
市
圏
の

う
ち
東
京
と
京
阪
神
は
、
公
共
交
通
の
シ
ェ

ア
が
高
い
。
交
通
機
関
別
利
用
率
を
見
て

み
る
と
、
東
京
都
市
圏
、
京
阪
神
都
市
圏
の

車
の
シ
ェ
ア
は
33
％
と
41
％
。
鉄
道
の
シ
ェ

ア
は
東
京
が
57
％
、
京
阪
神
で
48
％
で
す
。

け
れ
ど
も
、
中
京
都
市
圏
は
車
の
シ
ェ
ア
が

72
％
、
鉄
道
の
シ
ェ
ア
が
22
％
ほ
ど
で
、
３

大
都
市
圏
の
中
で
こ
こ
だ
け
自
動
車
依
存
型

に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
京
都
市
圏
に
は
、
道
路
に
比
べ
て
鉄
道

が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
が
、実
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
て
、

人
口
当
た
り
の
整
備
率
を
調
べ
て
み
る
と
、

鉄
道
も
道
路
も
３
大
都
市
圏
の
中
で
は
中

京
が
一
番
、
長
い
ん
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ

を
面
積
当
た
り
で
見
て
み
る
と
、
鉄
道
は
中

京
都
市
圏
が
一
番
短
く
な
る
。
こ
れ
は
人
口

密
度
の
違
い
か
ら
く
る
も
の
で
す
。
東
京
は

１
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
約
２
５
０
０

人
が
住
ん
で
お
り
、
京
阪
神
は
約
１
０
０
０

人
。
こ
れ
に
対
し
中
京
都
市
圏
は
５
０
０
人

で
、
人
口
密
度
は
５
対
２
対
1
の
差
が
あ
り

ま
す
。

つ
ま
り
、
分
散
し
て
人
が
住
ん
で
い
て
、

人
口
当
た
り
で
言
え
ば
鉄
道
は
整
備
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
面
積
当
た
り
で
は
整
備
率
が

悪
い
。
鉄
道
の
長
さ
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
必

ず
し
も
近
く
に
鉄
道
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

一
方
で
、
道
路
は
非
常
に
整
備
さ
れ
、
相

対
的
に
車
が
よ
く
使
わ
れ
る
現
状

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

鉄
道
事
業
者
の
お
立
場
か
ら
は
い

か
が
で
す
か
。

山
本 

鉄
道
の
立
場
か
ら
申
し
上

げ
ま
す
と
、
沿
線
の
人
口
密
度
が

低
い
と
い
う
こ
と
は
、お
客
さ
ま
に

な
か
な
か
乗
っ
て
い
た
だ
け
な
い
、

輸
送
効
率
が
上
が
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
東
京
や
大
阪
へ
行
く

と
、「
昼
間
で
も
こ
ん
な
に
乗
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
」「
終
電
車
が

こ
ん
な
に
混
む
の
か
」
と
、
驚
く

と
と
も
に
羨
ま
し
く
な
り
ま
す
。

名
鉄
は
約
４
５
０
キ
ロ
の
路
線

網
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
輸
送
人

員
は
東
京
都
市
圏
の
１
０
０
キ
ロ

規
模
の
鉄
道
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
悩
み
で
も
あ
る

わ
け
で
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
の
中
で
の
経

営
と
な
っ
て
い
ま
す
。

森
川　

た
だ
、
一
方
で
こ
の
地
域
は
環
境
に

対
す
る
意
識
が
非
常
に
高
く
、
現
在
は
車

ベ
ー
ス
の
地
域
に
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

運
輸
・
交
通
面
で
も
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

を
目
指
し
て
い
る
。
名
古
屋
市
の
公
共
交
通

と
車
の
利
用
割
合
は
３
対
７
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
を
４
対
６
に
し
よ
う
と
い
う
「
な

ご
や
交
通
戦
略
」
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
か
な
り
大
胆
な
目
標
数
値
で
、
ま

だ
到
達
し
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
名
古
屋
市
は

行
政
と
し
て
そ
う
い
う
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
を
持

ち
、
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

京都大学工学部卒業、同大学院修士課程修了。マサチューセッツ工科大学大学
院博士課程修了。京都大学助手、名古屋大学助教授を経て、平成 12 年より名古
屋大学大学院教授。専門分野は交通計画、消費者行動論、ITS。主な著書に『交
通行動の分析とモデリング』（共編著、技法堂出版）。
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山
本　

先
ほ
ど
の
鉄
道
の
整

備
率
、
必
ず
し
も
鉄
道
が
そ

ば
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と

い
う
難
し
さ
が
、
そ
こ
に
影

響
し
て
き
ま
す
ね
。
関
東
で

す
と
、
鉄
道
が
網
の
目
の
よ

う
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
か

ら
、
電
車
を
乗
り
継
げ
ば
、

出
発
地
か
ら
目
的
地
ま
で
あ

る
程
度
行
け
る
環
境
が
整
っ

て
い
ま
す
。
中
京
都
市
圏
に

は
、
当
社
の
他
、
Ｊ
Ｒ
東
海

と
名
古
屋
市
交
通
局
の
地
下

鉄
、
近
鉄
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、
出
発
地
か
ら
目
的
地
ま

で
、
電
車
と
徒
歩
で
行
け
る

か
と
い
う
と
こ
れ
が
難
し
い
。
鉄
道
を
優
先

的
に
利
用
し
よ
う
と
し
て
も
、
駅
ま
で
は
バ
ス

や
タ
ク
シ
ー
、
車
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
と

い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。

森
川　

イ
ン
タ
ー
モ
ー
ダ
ル
と
言
い
ま
す
が
、

鉄
道
と
他
の
交
通
モ
ー
ド
を
う
ま
く
連
携
す

る
必
要
が
、こ
の
地
域
に
は
特
に
あ
り
ま
す
。

山
本　

え
え
。
鉄
道
分
担
率
を
上
げ
る
た
め

に
は
、
交
通
事
業
者
間
の
連
携
を
強
化
し
て
、

利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

鉄
道
事
業
者
単
独
で
は
実
現
し
得
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
鉄
道
自
体
の
魅
力
を
増
す
努
力

も
必
要
で
す
。
当
社
線
は
、
路
線
が
長
い
一

方
で
、
駅
間
は
比
較
的
短
い
で
す
。
そ
の
た

め
特
急
主
体
の
ダ
イ
ヤ
に
す
る
と
と
も
に
、
特

急
停
車
駅
で
の
普
通
列
車
と
の
接
続
を
改
善

す
る
な
ど
、
各
駅
か
ら
の
都
心
へ
の
速
達
性

を
高
め
て
い
ま
す
。
ご
利
用
に
な
る
お
客
さ

ま
に
と
っ
て
可
能
な
限
り
「
利
用
し
や
す
い

ダ
イ
ヤ
」に
な
る
よ
う
工
夫
を
重
ね
て
い
ま
す
。

鉄
道
利
用
は
身
近
で
簡
単
な
環
境
活
動

森
川 

名
古
屋
で
環
境
意
識
が
高
ま
っ
た
の

は
、
10
年
前
の
ゴ
ミ
問
題
が
き
っ
か
け
で
す
。

ゴ
ミ
量
が
増
加
し
、
渡
り
鳥
の
飛
来
地
で
あ

る
藤
前
干
潟
を
埋
め
立
て
な
い
と
処
理
で
き

な
く
な
っ
た
。
し
か
し
市
民
の
強
い
反
対
を

受
け
て
市
は
藤
前
干
潟
埋
め
立
て
を
断
念
、

非
常
事
態
宣
言
を
発
令
し
て
、
地
域
総
出
で

ゴ
ミ
減
量
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、

環
境
を
テ
ー
マ
に
愛
知
万
博
が
開
催
さ
れ
、

平
成
22
年
10
月
に
は
生
物
多
様
性
条
約
第
10

回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）
も
開
催
さ
れ

ま
す
。
地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
環
境

問
題
に
対
す
る
意
識
は
、
日
本
の
中
で
は
比

較
的
高
い
地
域
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
環
境
意
識
の
高
さ
が
公
共

交
通
利
用
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
と
言
え
ば
、

ま
だ
ま
だ
で
す
。
３
対
７
か
ら
４
対
６
に
し

よ
う
と
い
う
行
政
的
な
目
標
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
を
実
現
す
る
市
民
側
の
意
識
は
足
り
な

い
よ
う
で
す
。

山
本　

わ
れ
わ
れ
鉄
道
事
業
者
と
し
て
は
、

企
業
と
し
て
地
球
環
境
保
全
活
動
を
推
進
し

つ
つ
、
お
客
さ
ま
に
環
境
負
荷
が
小
さ
い
鉄

道
を
少
し
で
も
多
く
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
に
呼
び
か
け
て
い
く
こ
と
が
使
命
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
に
は
環
境
方
針
「
名
鉄
グ

ル
ー
プ
・
エ
コ
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
制
定
し
、「
環

境
問
題
を
地
球
規
模
で
考
え
、
地
域
・
個
人

レ
ベ
ル
で
行
動
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
企
業

を
め
ざ
し
ま
す
」
と
い
う
基
本
理
念
を
掲
げ

て
、
グ
ル
ー
プ
が
一
体
と
な
っ
て
環
境
保
全

へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し

た
。
21
年
度
に
は
３
カ
年
を
期
間
と
す
る「
新

ア
ク
シ
ョ
ン
・
エ
コ
中
期
計
画
」
を
策
定
し
、

グ
ル
ー
プ
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
削

減
を
目
標
に
、
環
境
負
荷
の
低
減
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
に
優
れ
る
鉄
道

や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
を
利
用
す
る
こ
と

そ
の
も
の
が
「
身
近
で
簡
単
な
環
境
活
動
」

で
あ
る
こ
と
を
広
く
ご
理
解
い
た
だ
こ
う
と
、

同
じ
く
平
成
18
年
度
よ
り
「
電
車
で
、
Ｅ
Ｃ

Ｏ 

Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
。」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
20
年
度
か
ら
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
一
環
と
し
て
「
名
鉄
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
立
ち
上
げ
、
省
エ
ネ
車
両
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ

電
車
「
エ
コ
ム
ー
ブ
ト
レ
イ
ン
」
を
運
行
し
た

り
、「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
教
室
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
当
社
単
独
で
実
施
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
と
連
携
・
協
力
す

る
こ
と
で
、
相
乗
効
果
が
生
み
出
さ
れ
る
だ

ろ
う
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
他
の
企
業
や
団
体
等
と
連
携
・

タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
環
境
意
識
の
醸
成
に
資

す
る
よ
う
な
活
動
を
積
極
的
に
展
開
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

森
川 

「
鉄
道
は
環
境
に
や
さ
し
い
」
と
い
う

こ
と
は
、
あ
る
程
度
、
認
知
さ
れ
て
い
る
と

2000 系（ミュースカイ）

名古屋本線
豊川線

西尾線
蒲郡線

三河線（猿投方面）
豊田線

名古屋市営地下鉄

瀬戸線

河和線
知多新線

空港線

常滑線
築港線

名鉄路線図

犬山線・各務原線
小牧線・広見線

竹鼻線
羽島線

津島線
尾西線

三河線
（碧南方面）

御嵩

尾張瀬戸
栄町
平安通

上飯田

小牧
江南

小幡

猿投

豊田市梅坪

知立

鳴海

豊橋

豊川稲荷

東岡崎

新安城

国府西尾

吉良吉田
蒲郡

碧南

刈谷

赤池
大曽根鶴舞

上小田井

岩倉
西春

神宮前

大江
東名古屋港

太田川

常滑

内海
河和

富貴中部国際空港

金山
名鉄名古屋

須ケ口

国府宮

名鉄一宮
玉ノ井

新羽島

津島

弥富

笠松

名鉄岐阜 新可児

犬山

犬山遊園

新鵜沼



11 MINTETSU WINTER 2010

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
環
境
に
い
い
か
ら
車

を
や
め
て
鉄
道
に
乗
ろ
う
と
い
う
人
は
少
な

い
。
や
は
り
環
境
よ
り
、
利
便
性
や
金
銭
的

負
担
の
方
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

山
本　

え
え
。
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
取

り
組
み
を
は
じ
め
、
一
つ
一
つ
は
小
さ
な
活

動
で
も
、
環
境
に
や
さ
し
い
移
動
・
行
動
を

継
続
的
に
訴
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
し
ょ

う
ね
。
お
客
さ
ま
の
環
境
に
対
す
る
意
識
を

高
め
て
、
マ
イ
カ
ー
か
ら
の
利
用
転
換
を
促

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

森
川 

使
用
済
み
乗
車
券
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
、

駅
の
ベ
ン
チ
を
作
っ
た
り
も
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

あ
れ
は
面
白
い
で
す
ね
。

山
本　

平
成
８
年
度
に
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
を
稼
動
し
て
か
ら
段
階
的
に
処
理
量
を
増

や
し
、
現
在
で
は
乗
車
券
の
１
０
０
％
を
リ

サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。
駅
の
ベ
ン
チ
や
分
別

ボ
ッ
ク
ス
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
封
筒

や
紙
フ
ァ
イ
ル
、
名
刺
な
ど
の
事
務
用
品
に

再
生
し
て
お
り
、
当
社
だ
け
で
は
な
く
、
他

の
企
業
に
も
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

森
川　

私
は
、
鉄
道
と
い
う
存
在
自
体
が
社

会
に
と
っ
て
エ
コ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

1
人
を
１
キ
ロ
運
ぶ
の
に
、
車
と
鉄
道
の
Ｃ

Ｏ
２
の
排
出
量
は
９
対
１
ぐ
ら
い
。
で
す
か
ら

鉄
道
事
業
の
本
業
を
頑
張
っ
て
い
た
だ
く
だ

け
で
、
こ
れ
は
も
う
環
境
に
貢
献
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
す
。
そ
れ
に
プ
ラ
ス
し
て
、
消
費
電

力
の
削
減
や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
で
Ｃ
Ｓ
Ｒ
的
な
観
点
の
取
り
組
み
が

上
乗
せ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
非
常
に
尊
敬

に
値
す
る
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
ば
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
カ
ー
の
存
在
や
緑
化
活
動
へ
の
取
り
組
み

な
ど
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
や
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
部
分

を
上
手
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
環
境

配
慮
企
業
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
た
だ
、

そ
も
そ
も
土
台
が
違
う
。
名
鉄
さ
ん
は
本
業

が
エ
コ
企
業
な
ん
で
す
よ
。
本
業
の
、
社
会

に
対
す
る
環
境
貢
献
度
が
違
う
と
思
い
ま
す
。

山
本　

そ
う
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
け
る
と
、

あ
り
が
た
い
で
す
ね
。
実
は
、
私
ど
も
に
は

日
本
初
の
前
面
展
望
車
両
の
パ
ノ
ラ
マ
カ
ー

と
い
う
電
車
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
平
成
21

年
８
月
に
全
車
両
を
引
退
さ
せ
ま
し
た
。
非

常
に
人
気
が
高
く
、
引
退
に
際
し
て
は
フ
ァ

ン
か
ら
反
対
の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ノ

ラ
マ
カ
ー
は
旧
式
の
速
度
制
御
装
置
を
使
用

し
て
い
た
た
め
、
省
エ
ネ
車
両
の
２
倍
以
上

の
電
気
を
使
う
ん
で
す
ね
。
い
く
ら
人
気
が

あ
っ
て
も
、
そ
う
い
う
電
車
を
走
ら
せ
て
お

く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
環
境
負
荷
の
低
減

の
た
め
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
車
両
の
導
入

を
積
極
的
に
促
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

パ
ー
ク･

ア
ン
ド･

ラ
イ
ド
と
ま
ち
づ
く
り

森
川　

先
ほ
ど
、
こ
の
地
域
に
は
イ
ン
タ
ー

モ
ー
ダ
ル
の
整
備
が
重
要
と
い
う
お
話
が
で

ま
し
た
。
名
鉄
さ
ん
が
早
く
か
ら
取
り
組
ま

れ
て
い
る
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･

ラ
イ
ド
は
、

１
９
５
０
年
代
、
ア
メ
リ
カ
で
始
ま
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。
最
初
は
も
ち
ろ
ん
自
然
発

生
的
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
シ
ス
テ
ム
と

し
て
整
備
さ
れ
た
の
は
鉄
道
通
勤
で
し
ょ
う
。

ア
メ
リ
カ
は
名
古
屋
よ
り
も
っ
と
駅
か
ら
遠

い
と
こ
ろ
に
人
が
住
ん
で
い
ま
す
か
ら
、
鉄

道
で
通
勤
す
る
に
は
、
駅
ま
で
必
ず
車
で
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
駅
の
近
く
は
あ
ま
り

開
発
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
無
料
の
大
型

駐
車
場
が
つ
く
ら
れ
て
、
利
用
者
は
そ
こ
に

車
を
停
め
て
鉄
道
に
乗
り
換
え
て
い
た
。
こ

れ
が
70
年
代
に
な
る
と
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
で

鉄
道
利
用
が
奨
励
さ
れ
、
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･

ラ
イ
ド
が
国
家
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
す
。
ド
イ
ツ
で
も
、
や
は
り
70
年
代

ぐ
ら
い
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。

し
か
し
、
日
本
は
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･

ラ

イ
ド
が
普
及
し
に
く
い
。
諸
外
国
と
比
較
す

る
と
駅
が
近
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

駅
周
辺
の
開
発
が
非
常
に
進
ん
で
い
る
ん
で

す
ね
。
大
変
い
い
こ
と
で
は
あ
る
の
で
す
が
、

そ
の
分
駐
車
料
金
が
高
く
な
り
、こ
れ
が
ネ
ッ

ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。

山
本　

地
域
性
か
ら
、
名
鉄
の
お
客
さ
ま
に

は
車
で
な
け
れ
ば
駅
ま
で
来
ら
れ
な
い
と
い
う

方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
形
で
、

当
社
で
は
長
年
に
わ
た
り
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･

ラ
イ
ド
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

名
鉄
の
路
線
に
は
、
都
市
型
と
郊
外
型
と

が
混
在
し
て
い
ま
す
が
、
都
市
型
の
駅
を
中

心
に
駐
車
場
整
備
を
進
め
、
現
在
で
は
約

２
９
０
カ
所
、
約
２
万
１
０
０
０
台
規
模
に

な
っ
て
い
ま
す
。
料
金
も
利
用
し
や
す
い
価

格
帯
に
設
定
し
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
名
鉄
協

商
が
中
心
と
な
っ
て
管
理
・
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
名
鉄
岐
阜
や
名
鉄
一
宮
、
国
府
宮

名鉄名古屋駅に次ぐターミナル駅・金山駅

わかりやすく使いやすくパーク＆ライド駐車場を告知

特集：環境都市の交通まちづくり
［名鉄“公共交通中心”への新たな取り組み］
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と
い
っ
た
特
急
停
車
駅
や
拠
点
駅
に
は
、
大

規
模
な
立
体
駐
車
場
を
整
備
し
、
駅
へ
の
ア

ク
セ
ス
も
考
慮
し
ま
し
た
。
ま
た
、
百
貨
店

や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
隣
接
し
た
駅

で
は
、
パ
ー
ク
・
ア
ン
ド･

ラ
イ
ド
以
外
に

も
多
目
的
に
お
使
い
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

森
川　

愛
知
県
が
平
成
14
年
に
社
会
実
験
を

行
っ
た
店
舗
利
用
型
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･

ラ

イ
ド
を
今
、
名
古
屋
市
が
進
め
て
い
ま
す
。

平
日
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場

を
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･

ラ
イ
ド
に
使
わ
せ
て

も
ら
い
、
利
用
者
に
は
例
え
ば
1
カ
月
当
た

り
1
万
円
の
商
品
券
を
購
入
し
て
も
ら
う
。

利
用
者
は
駐
車
料
金
が
実
質
無
料
に
な
り
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
売
上
が
上
が
り
、

鉄
道
事
業
者
は
お
客
さ
ま
が
増
え
る
。私
も

随
分
前
か
ら
提
唱
し
て
い
る
一
石
三
鳥
の
、

ま
さ
に
日
本
型
の
非
常
に
効
率
的
な
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･

ラ
イ
ド･
シ
ス
テ
ム
で
す
。

け
れ
ど
も
、
な
ぜ
か
利
用
者
が
少
な
い
。

お
そ
ら
く
１
つ
は
、認
知
度
が
低
い
の
で
し
ょ

う
。そ
れ
か
ら
、利
用
者
に
し
て
み
れ
ば
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
商
品
券
を
買
う
手
続
き

や
、
車
を
停
め
て
電
車
に
乗
る
の
が
面
倒
く

さ
い
。
そ
う
し
た
バ
リ
ア
を
取
り
除
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
1
つ
の
大
き
な
戦
術
と
し

て
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。

山
本　

え
え
。
当
社
で
も
平
成
22
年
度
に
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

自
家
用
車
と
鉄
道
、
バ
ス
と
の
移
動
利
便
性

を
向
上
さ
せ
、
末
端
交
通
も
含
め
た
シ
ー
ム

レ
ス
化
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

森
川　

郊
外
の
住
宅
地
が
駅
か
ら
遠
い
と
こ

ろ
に
広
が
り
、
潜
在
的
需
要
が
あ
る
場
所
は

特
に
、
行
政
が
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･

ラ
イ
ド
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
「
パ
ー
ク･

ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
型
ま
ち
づ
く
り
」
を
提
案

し
て
い
る
の
で
す
が
、
駅
を
中
心
に
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
機
関
、

病
院
や
デ
イ
ケ
ア
な
ど
を
集
中
し
て
整
備
し
、

そ
こ
に
共
通
の
駐
車
場
を
つ
く
っ
て
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･

ラ
イ
ド
に
も
使
う
。
名
古
屋
市
の

交
通
戦
略
に
「
駅
そ
ば
生
活
圏
の
創
生
」
が

あ
り
ま
す
が
、
駅
を
中
心
に
、
駅
を
頂
点
と

し
て
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
広
が
っ
て
い
く
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。
行
政
と
鉄

道
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
や
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
本　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
ね
。
鉄
道
を

ご
利
用
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
駅
周
辺
に
い

ろ
い
ろ
な
も
の
が
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
駅

が
そ
の
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
心
と
し
て

在
る
と
い
う
の
が
、
私
ど
も
鉄
道
事
業
者
の

思
い
で
あ
り
願
い
で
す
。

環
境
意
識
の
高
ま
り
を
背
景
に
公
共
交
通

機
関
と
し
て
の
鉄
道
を
見
直
そ
う
と
い
う
機

運
が
あ
り
、
政
策
面
で
も
都
市
鉄
道
等
利
便

増
進
法
が
施
行
さ
れ
る
な
ど
、
具
体
的
な
施

策
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
鉄
道
事
業
者
と

し
て
地
域
や
自
治
体
と
連
携
、
協
力
し
な
が

ら
、
駅
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
観
点

か
ら
然
る
べ
き
役
割
を
担
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

平
成
20
年
6
月
に
、
西
尾
線
「
南
桜
井
」

駅
を
開
業
し
ま
し
た
。
こ
の
付
近
は
、
自
動

車
関
連
企
業
の
本
社
や
工
場
が
複
数
立
地
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
所
で
は
、
環
境
対

策
の
観
点
か
ら
通
勤
手
段
を
マ
イ
カ
ー
か
ら

鉄
道
に
転
換
し
た
い
と
お
考
え
で
し
た
。
ま

た
、
渋
滞
緩
和
の
必
要
性
も
あ
っ
て
、
鉄
道

ア
ク
セ
ス
の
提
供
を
安
城
市
か
ら
要
請
い
た

だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、駅
を
新
設
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
あ
る
意
味
で
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
推
進

事
例
に
も
な
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
グ
ル
ー

プ
の
名
鉄
バ
ス
で
は
、
関
連
自
治
体
の
支
援

に
よ
る
路
線
維
持
や
、
エ
コ
通
勤
・
エ
コ
通

学
を
推
進
す
る
企
業
や
学
校
、
商
業
施
設
の

フ
ィ
ー
ダ
ー
バ
ス
輸
送
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
交
通
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
で
、
地

域
の
利
便
性
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
モ
デ
ル
事
業

森
川　

先
ほ
ど
、
お
話
に
出
ま
し
た
よ
う
に
、

名
鉄
さ
ん
も
平
成
22
年
度
か
ら
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

を
導
入
さ
れ
ま
す
が
。

山
本　

こ
の
地
域
の
鉄
道
輸
送
人
員
は
、
名

鉄
と
名
古
屋
市
交
通
局
と
で
約
７
割
を
占
め

て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
を
同
時
に

導
入
し
、
名
鉄
バ
ス
や
市
バ
ス
と
の
共
通
利

用
も
可
能
に
し
て
利
便
性
を
高
め
る
と
と
も

に
、
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
を
採
用
し
て
公

共
交
通
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
加
し
、
利

用
促
進
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
の
Ｔ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
な
ど
と

の
相
互
利
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
の

実
現
を
目
標
に
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
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電
子
マ
ネ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
沿
線
の
商
業
施

設
は
も
ち
ろ
ん
、
企
業
や
学
校
、
図
書
館
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
、

使
い
勝
手
の
い
い
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
し
よ
う
と

開
発
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、森
川
教
授
は
よ
く
ご
存
じ
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
こ
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券

を
使
っ
た
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研

究
所
・
電
通
と
の
共
同
提
案
「
非
接
触
型
交

通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
地
域
連
携
型

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル･

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
事
業
構
築
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
モ
ー
ダ
ル
推

進
事
業
モ
デ
ル
」
が
、
平
成
21
年
度
国
土
交

通
省
新
た
な
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
環
境
事
業

モ
デ
ル
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

鉄
道
・
バ
ス
事
業
の
端
末
交
通
と
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
を
整
備
し
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
使
え
る
よ
う

に
し
て
利
便
性
の
向
上
と
経
済
的
誘
導
を
図

る
。
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
削
減
に
つ
な
が

る
シ
ー
ム
レ
ス
な
都
市
交
通
シ
ス
テ
ム
を
実

現
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

森
川　

郊
外
側
で
パ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ

ド
を
推
進
す
る
に
は
、
鉄
道
を
利
用
し
て
着

い
た
都
心
側
に
も
便
利
な
端
末
交
通
が
整
備

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
名
古
屋

で
は
都
心
部
を
中
心
に
、
名
鉄
協
商
が
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
開
始
し
、名
古
屋
市
も
「
名

チ
ャ
リ
」
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の
社
会
実
験
を
始
め
て
い
ま

す
。
自
宅
か
ら
駅
ま
で
車
、
都
心
部
ま
で
は

鉄
道
。
駅
か
ら
目
的
地
ま
で
の
移
動
手
段
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
バ
ス
に
プ
ラ
ス
し
て
、
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
が
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ

ク
ル
が
あ
る
。
起
点
か
ら
終
点
ま
で
の
一
連

の
ト
リ
ッ
プ
が
鉄
道
を
使
っ
て
も
非
常
に
便

利
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
利
用
を
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
で
つ
な
ぐ
。
ま
さ
に
モ
デ
ル
事
業
に
ふ
さ
わ

し
い
都
市
交
通
シ
ス
テ
ム
だ
と
思
い
ま
す
。

山
本　

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事
業
は
、
ま
だ

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
段
階
で
す
が
、
名

鉄
協
商
に
は
駐
車
場
の
管
理
・
運
営
、
カ
ー

リ
ー
ス
の
実
績
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
利
用
さ

れ
る
方
々
に
認
知
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
幅

広
い
展
開
が
大
い
に
期
待
で
き
る
事
業
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

鉄
道
は
や
は
り
車
と
共
存
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。「
鉄
道
の
方
が
い
い
」「
鉄
道
で
な

け
れ
ば
だ
め
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
ん
で
す

ね
。
長
距
離
は
高
速
の
鉄
道
が
担
当
し
て
端

末
は
車
や
自
転
車
を
使
う
。
都
市
交
通
の
シ

ス
テ
ム
を
確
立
し
て
、
共
存
共
栄
し
て
い
く

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

森
川　

そ
う
で
す
ね
。モ
ー
ド
間
と
い
う
の
は
、

交
通
の
手
段
間
だ
け
で
は
な
く
、
同
じ
交
通

手
段
で
あ
る
鉄
道
事
業
者
間
に
も
当
て
は
ま

る
ん
で
す
ね
。
鉄
道
か
ら
鉄
道
へ
の
連
携
も

必
要
で
、そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
が
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

車
の
強
み
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
ド
ア･

ツ
ー･

ド
ア
、
い
つ
で
も
ど
こ
へ
で
も
行
け
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
車
に
代
わ
る
移
動

手
段
を
組
み
立
て
て
い
く
た
め
に
は
、
あ
ら

ゆ
る
交
通
手
段
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
車
と
公
共
的
な
移
動
手
段

の
よ
り
よ
い
共
存
の
仕
方
を
考
え
て
い
く
べ

き
で
し
ょ
う
。

た
だ
、
い
く
ら
公
共
交
通
は
環
境
に
い
い

と
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
、
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
が
低

け
れ
ば
利
用
者
に
選
択
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

私
は
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
的
に
明
ら
か
に

ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
る
鉄
道
を
う
ま
く
使
っ

た
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
、
世
界
に

名
古
屋
を
交
通
モ
デ
ル
都
市
的
に
示
し
て
い

く
方
法
だ
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
自
動
車

の
大
メ
ー
カ
ー
が
あ
る
車
の
本
拠
地
で
、
車

と
中
・
大
量
輸
送
機
関
を
う
ま
く
つ
な
ぐ
、

こ
の
地
域
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
う
ん
で
す
ね
。
た
と
え
ば
、
車
は
こ

れ
か
ら
電
気
自
動
車
が
急
速
に
普
及
し
て
い

き
ま
す
。
駅
で
電
気
自
動
車
の
充
電
が
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
駅
と
車
が
連
携
で
き
る
。

電
気
自
動
車
が
郊
外
、
都
心
、
両
方
の
端
末

交
通
に
な
り
得
ま
す
。
研
究
者
と
し
て
は
、

そ
ん
な
先
進
的
な
取
り
組
み
を
ぜ
ひ
や
っ
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
。

山
本　

う
～
ん
、
確
か
に

駅
に
電
気
は
あ
り
ま
す
が

（
笑
）。

森
川　

簡
単
に
は
い
か
な

い
で
し
ょ
う
け
れ
ど（
笑
）。

山
本　

そ
う
い
う
、
よ
り

新
し
い
連
携
の
仕
方
を

探
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
し
ょ
う
ね
。

こ
れ
か
ら
少
子
高
齢
化

が
ま
す
ま
す
進
展
し
て
い

き
ま
す
。
環
境
負
荷
の
軽

減
と
少
子
高
齢
化
社
会
へ

の
対
応
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

環
境
負
荷
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
を
推
進
し
、パ
ー

ク･

ア
ン
ド･

ラ
イ
ド
事
業
や
カ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
事
業
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
低
炭

素
社
会
の
構
築
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駅
施
設
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入
に
よ
る
シ
ー
ム

レ
ス
化
、
利
便
性
の
向
上
な
ど
、
施
策
を
一

つ
ひ
と
つ
積
み
重
ね
て
、
す
べ
て
の
世
代
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
で
利
便
性
の
高
い

ま
ち
づ
く
り
の
一
端
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
鉄
道
事
業
者
は
エ
コ
企
業
で

あ
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

人
に
も
環
境
に
も
や
さ
し
い
鉄
道
を
つ
く
り

上
げ
て
い
く
。
そ
し
て
、
駅
が
ま
ち
づ
く
り
の

中
心
と
な
る
よ
う
に
、
沿
線
地
域
や
自
治
体
、

企
業
の
方
々
と
協
調
・
連
携
し
て
地
域
に
根

ざ
し
た
公
共
交
通
の
役
割
を
全
う
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

特集：環境都市の交通まちづくり
［名鉄“公共交通中心”への新たな取り組み］
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REPORT

名古屋鉄道株式会社（名鉄）は、
鉄道の環境優位性への理解を広げることで鉄道利用を促進、
地域とともに環境負荷の低減に取り組んでいる。
自社内で実施するさまざまな環境対策、早くから手がけたパーク・アンド・ライド事業、
そして、さらなるインターモーダル推進事業の検討。
名鉄の取り組みは、常に“環境の視点”から始まっている。
環境都市・名古屋で交通まちづくりに貢献する名鉄の取り組みを紹介する。

文◉茶木　環（ジャーナリスト）撮影◉織本知之　写真提供◉名古屋鉄道株式会社

名古屋鉄道株式会社
経営企画部（企画担当）

西尾 佳美
Yoshimi NISHIO

地域とともに環境にやさしい交通まちづくりを進める。

特集：環境都市の交通まちづくり
［名鉄“公共交通中心”への新たな取り組み］
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省
エ
ネ
車
両
で
運
転
電
力
原
単
位
を
向
上

名
鉄
で
は
、
平
成
10
年
に
環
境
問
題
へ
の

行
動
計
画
「
名
鉄
エ
コ
・
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策

定
し
て
以
来
、
組
織
的
、
継
続
的
に
環
境
活

動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
平
成
18
年
4
月
に

は
、
そ
の
取
り
組
み
を
名
鉄
グ
ル
ー
プ
全
体

に
拡
大
。「
名
鉄
グ
ル
ー
プ
エ
コ
・
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
す
る
と
と
も
に
推
進
体
制
を
整
え
、

グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
環
境
活
動
の
深
度
化
を

図
っ
て
い
る
。

こ
の
名
鉄
グ
ル
ー
プ
エ
コ
・
ビ
ジ
ョ
ン
の

も
と
、
名
鉄
で
は
、
平
成
19
年
に
「
名
鉄
エ

コ
・
プ
ラ
ン
」
を
改
め
て
制
定
し
た
。
鉄
道

事
業
に
お
け
る
環
境
活
動
の
４
つ
の
行
動
指

針
、「
環
境
負
荷
の
軽
減
」「
利
便
性
の
向
上
」

「
地
域
環
境
貢
献
」「
環
境
法
令
の
遵
守
」
を

掲
げ
た
も
の
だ
。

こ
こ
で
は
「
環
境
負
荷
の
軽
減
」
の
た
め

の
取
り
組
み
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
み
た
い
。

　

環
境
負
荷
の
軽
減
で
中
心
と
な
る
取
り
組

み
は
、
運
転
電
力
の
削
減
だ
。
運
転
電
力

は
、
電
気
の
総
使
用
量
の
約
９
割
を
占
め
る
。

そ
こ
で
、
名
鉄
で
は
運
転
電
力
原
単
位
（
電

車
１
両
が
1
㎞
走
行
す
る
の
に
必
要
な
電
力

量
）
の
具
体
的
な
数
値
目
標
を
設
定
。
原
単

位
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

目
標
は
、
平
成
22
年
度
の
運
転
電
力
原

単
位
を
全
線
で
、
平
成
18
年
度
比
マ
イ
ナ
ス

４
％
（
１
・
９
８kW

h/Car-km

）
ま
で
落

と
す
こ
と
。
１
年
前
倒
し
で
21
年
度
内
に
達

成
で
き
る
見
通
し
だ
。

そ
の
大
き
な
理
由
と
し
て
は
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
車
両
の
導
入
が
挙
げ
ら
れ
る
。
旧
型
車

両
の
計
画
的
な
更
新
を
進
め
る
名
鉄
で
は
、

電
力
回
生
ブ
レ
ー
キ
シ
ス
テ
ム
や
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｆ

イ
ン
バ
ー
タ
制
御
機
能
を
搭
載
し
た
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
車
両
を
順
次
導
入
。
消
費
電
力
の
削

減
を
図
っ
て
き
た
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
両
導
入
に
よ
る
効
果

は
、
旧
型
車
両
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
両
の
消

費
電
力
を
比
較
し
て
み
る
と
よ
く
わ
か
る
。

中
部
国
際
空
港
ア
ク
セ
ス
専
用
特
急
列
車
と

し
て
平
成
17
年
に
誕
生
し
た
ミ
ュ
ー
ス
カ
イ

（
２
０
０
０
系
）
の
消
費
電
力
は
、
旧
型
車

両
の
パ
ノ
ラ
マ
カ
ー
（
７
０
０
０
系
）
の
わ

ず
か
46
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
平
成
20
年

度
末
現
在
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
両
は
８
６
８

両
、
全
車
両
数
の
78
％
に
達
し
て
い
る
が
、

名
鉄
で
は
さ
ら
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
両
の
導

入
を
推
進
し
て
い
く
方
針
だ
。

そ
の
他
に
も
、
車
両
走
行
キ
ロ
の
削
減
や

効
率
的
な
ダ
イ
ヤ
編
成
・
車
両
運
用
の
推
進
、

さ
ら
に
は
乗
務
員
が
勉
強
会
を
開
き
節
電
運

転
を
研
究
、
節
電
を
意
識
し
た
運
転
操
作

を
心
が
け
る
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

で
運
転
電
力
原
単
位
の
向
上
を
目
指
し
て
い

る
。

リ
サ
イ
ク
ル
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
も

リ
サ
イ
ク
ル
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

も
、
環
境
負
荷
低
減
の
取
り
組
み
だ
。

名
鉄
の
使
用
済
み
乗
車
券
リ
サ
イ
ク
ル
の

取
り
組
み
は
平
成
７
年
に
始
ま
っ
た
。
翌
８

年
度
に
は
、リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
が
稼
動
し
、
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平成 13 年に改装した環境モ
デル駅の尾張瀬戸駅

平成 16 年度にデビューした
最新鋭の通勤型省エネルギー
車両（3300 系）

特集：環境都市の交通まちづくり
［名鉄“公共交通中心”への新たな取り組み］
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段
階
的
に
処
理
量
が
増
加
。
18
年
度
に
は
、

定
期
券
や
カ
ー
ド
類
も
含
む
す
べ
て
の
使
用

済
み
乗
車
券
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
成
功
、
リ
サ

イ
ク
ル
率
１
０
０
％
を
達
成
し
て
い
る
。

20
年
度
に
は
38
ト
ン
の
使
用
済
み
乗
車
券

を
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
し
、
駅
に
設
置
す
る
ベ

ン
チ
や
分
別
ボ
ッ
ク
ス
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
、
名
刺
・
封
筒
な
ど
の
事
務
用
品
な
ど

に
再
生
し
て
い
る
。
名
鉄
沿
線
駅
に
は
、
同

年
度
、
新
た
に
67
台
の
リ
サ
イ
ク
ル
ベ
ン
チ

が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
他
の
鉄
道
事
業
者

（
20
年
度
末
で
20
社
局
）
に
も
こ
の
リ
サ
イ
ク

ル
シ
ス
テ
ム
を
広
げ
て
い
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
他
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と

し
て
採
用
し
て
い
る
の
が
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
だ
。平
成
13
年
に
は「
環
境
モ
デ
ル
駅
」

と
し
て
尾
張
瀬
戸
駅
を
改
装
。
屋
根
上
に
太

陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
駅
構
内
の
照

明
の
一
部
を
賄
っ
て
い
る
他
、雨
水
タ
ン
ク
で

貯
め
た
雨
水
を
ト
イ
レ
の
洗
浄
水
と
し
て
活

用
す
る
な
ど
、
環
境
対
応
設
備
を
導
入
し
て

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
努
め
て
い
る
。

鉄
道
利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
で
環
境
負
荷
の
軽
減
を

進
め
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
名
鉄
だ
が
、
鉄

道
事
業
者
と
し
て
地
域
と
と
も
に
環
境
負
荷

の
低
減
に
取
り
組
み
た
い
と
、
平
成
18
年
６

月
か
ら
、
鉄
道
利
用
促
進
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
開
始
し
て
い
る
。「
電
車
で
、
Ｅ
Ｃ
Ｏ 

Ｍ

Ｏ
Ｖ
Ｅ
。」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
だ
。　

１
人
を
１
㎞
運
ぶ
際
に
排
出
さ
れ
る 

Ｃ
Ｏ
２
量
を
比
較
す
る
と
、
鉄
道
は
車
の
９

分
の
1
に
過
ぎ
な
い
。
鉄
道
は
環
境
に
や
さ

し
い
移
動
手
段
で
あ
り
、
電
車
で
移
動
す
る

と
い
う
行
動
そ
の
も
の
が
、
最
も
「
身
近
で

簡
単
な
環
境
活
動
」
と
も
言
え
る
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ 

Ｍ
Ｏ
Ｖ

Ｅ
。」
に
は
、「
環
境
に
や
さ
し
い
移
動
を
し
よ

う
」「
環
境
に
や
さ
し
い
行
動
を
し
よ
う
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
た
。

「
こ
の
『
電
車
で
、
Ｅ
Ｃ
Ｏ 

Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
。』

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、
平
成
20
年

に
は
『
名
鉄
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
立
ち

上
げ
た
。
期
間
中
、
名
鉄
グ
ル
ー
プ
の
環
境

へ
の
取
り
組
み
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
地
域

の
お
客
さ
ま
と
と
も
に
環
境
に
つ
い
て
考
え

る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
」

と
、
経
営
企
画
部
企
画
担
当
の
西
尾
佳
美
さ

ん
は
説
明
す
る
。

２
年
目
と
な
る
「
名
鉄
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
２
０
０
９
」
は
、
環
境
の
日
の
６
月
５
日

か
ら
10
月
31
日
ま
で
開
催
。
環
境
に
関
連
す

る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
通
じ
て
、
地
域
の
人
々

に
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供

し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

期
間
中
、
各
線
を
走
行
す
る
の
が
ラ
ッ
ピ
ン

グ
電
車
「
エ
コ
ム
ー
ブ
ト
レ
イ
ン
」
だ
。
使

用
車
両
は
回
生
ブ
レ
ー
キ
シ
ス
テ
ム
な
ど
を

搭
載
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
両
３
３
０
０
系

の
４
両
編
成
。
地
球
環
境
保
全
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
デ
ザ
イ
ン
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
、
グ
リ
ー

ン
の
ラ
イ
ン
に
は
木
々
や
ま
ち
、
名
古
屋
駅

前
の
シ
ン
ボ
ル
「
ナ
ナ
ち
ゃ
ん
」
な
ど
が
配
さ

れ
て
い
る
。

「
名
鉄
の
電
車
は
赤
や
青
を
基
調
と
し
た

車
両
が
多
い
の
で
、
鮮
や
か
な
グ
リ
ー
ン
が

目
を
ひ
き
、
フ
ァ
ン
も
多
い
」
と
西
尾
さ
ん
。

車
内
の
広
告
ス
ペ
ー
ス
も
、
名
鉄
エ
コ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
示
、

名
鉄
グ
ル
ー
プ
各
社
に
お
け
る
環
境
へ
の
取

り
組
み
な
ど
「
環
境
ポ
ス
タ
ー
で
ジ
ャ
ッ
ク

し
た
」。

８
月
の
夏
休
み
期
間
中
は
、
地
元
の
幼
稚

園
児
た
ち
が
描
い
た
「
夢
の
エ
コ
電
車
」
の

車
内
展
覧
会
を
開
催
し
た
。
エ
コ
ム
ー
ブ
ト

レ
イ
ン
の
運
行
ダ
イ
ヤ
を
知
ら
せ
て
あ
げ
る

と
、
た
く
さ
ん
の
園
児
た
ち
が
自
分
た
ち
の

絵
を
見
に
乗
車
し
て
く
れ
た
そ
う
だ
。

イ
ベ
ン
ト
に
子
ど
も
た
ち
に
参
加
し
て
も

ら
う
こ
と
に
つ
い
て
、「
小
さ
な
頃
か
ら
、
電

車
や
環
境
に
興
味
を
持
ち
、
意
識
を
育
て
て

い
っ
て
ほ
し
い
。
子
ど
も
た
ち
が
関
心
を
持

つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
親
で
あ
る
大
人
た
ち
も

環
境
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
」
と
、
西
尾

さ
ん
は
話
す
。

初
年
度
、
小
学
生
の
親
子
を
対
象
に
実
施

し
た
「
エ
コ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
「
親
子
で
学
ぶ

Ｅ
Ｃ
Ｏ
教
室
」
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
拡
充

し
た
の
も
、
そ
う
し
た
狙
い
が
あ
る
。「
親
子

で
学
ぶ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
教
室
」
で
は
、
エ
コ
ム
ー
ブ

ト
レ
イ
ン
を
臨
時
列
車
と
し
て
走
ら
せ
、
車

内
で
地
球
温
暖
化
や
環
境
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
に
、
環
境
に
取
り
組

む
企
業
の
施
設
見
学
、
体
験
実
習
を
プ
ラ
ス

し
た
。中
部
国
際
空
港
株
式
会
社
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
た
教
室
で
は
、
車
内
セ
ミ
ナ
ー
の
後
、

「エコムーブトレイン」記念出発式（平成 20 年 6 月 5 日） 岐阜幼稚園・園児が描いた個性豊かな「夢のエコ電車」
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空
港
内
の
環
境
活
動
を
学
び
、
燃
料
電
池
バ

ス
に
乗
っ
て
空
港
内
の
制
限
エ
リ
ア
を
見
学
。

中
部
電
力
株
式
会
社
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
教

室
で
は
、
名
鉄
岐
阜
駅
か
ら
エ
コ
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
バ
ス
に
乗
っ
て
岐
阜
市
の
「
な
が
ら
川
ふ

れ
あ
い
の
森
」
に
向
か
い
、
間
伐
作
業
の
見

学
や
丸
太
切
り
体
験
な
ど
、
自
然
と
じ
か
に

触
れ
合
う
環
境
体
験
学
習
を
行
っ
た
。

「
他
業
種
の
企
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
子
ど

も
た
ち
が
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
〝
機
会
〟
と

〝
楽
し
さ
〟
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
西
尾
さ

ん
は
考
え
て
い
る
。

自
治
体
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
企
画

企
業
だ
け
で
は
な
く
、
自
治
体
と
の
タ
イ

ア
ッ
プ
企
画
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

名
鉄
の
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
で

は
、バ
ス
を
利
用
し
た
ハ
イ
キ
ン
グ
が
マ
イ
カ
ー

で
移
動
す
る
よ
り
環
境
負
荷
が
少
な
い
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
愛
知
県
田
原
市
と

長
野
県
王
滝
村
の
協
力
を
得
、
自
然
に
ふ
れ

て
歩
き
な
が
ら
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
エ
コ
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
設
定
し
た
。「
貴
重
な
海
浜

植
物
に
出
会
う
伊
良
湖
岬
エ
コ
ハ
イ
キ
ン
グ
」

と
「
愛
知
の
水
源
・
牧
尾
ダ
ム
の
ふ
る
さ
と

を
歩
く
エ
コ
ハ
イ
キ
ン
グ
」
だ
。

「
当
社
か
ら
自
治
体
に
持
ち
か
け
、
田
原

市
と
王
滝
村
に
承
諾
い
た
だ
き
実
現
し
た
。

環
境
活
動
は
、
連
携
が
重
要
。
自
治
体
に
も

積
極
的
に
働
き
か
け
、
賛
同
い
た
だ
い
た
ら
、

私
ど
も
交
通
事
業
者
が
で
き
る
こ
と
と
自
治

体
が
お
持
ち
の
魅
力
を
生
か
し
、コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
企
画
を
立
て
て
い
き
た
い
」
と
西
尾

さ
ん
は
話
し
て
い
る
。

こ
の
エ
コ
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
平
成
22
年
10
月

に
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
る
生
物
多
様
性
条

約
第
10
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）
の
Ｃ

Ｏ
Ｐ
10
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
と
し
て
登

録
さ
れ
た
。

小
学
校
高
学
年
を
対
象
と
し
た
１
泊
２
日

の
環
境
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
日
本
モ
ン
キ
ー

セ
ン
タ
ー
・
ス
ー
パ
ー
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」も
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
で
、
サ

ル
の
飼
育
体
験
や
行
動
観
察
を
通
じ
て
生
物

の
多
様
性
の
保
全
に
つ
い
て
学
習
し
た
。

身
近
で
簡
単
な
環
境
活
動
の
定
着
を

「
電
車
で
、
Ｅ
Ｃ
Ｏ 

Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
。」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
込
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
さ
ら

に
深
く
掘
り
下
げ
、
地
域
と
と
も
に
環
境
に

つ
い
て
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
立
ち
上
げ

ら
れ
た
名
鉄
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
が
、
エ
コ

ム
ー
ブ
ト
レ
イ
ン
を
核
に
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が

有
機
的
に
結
合
し
、
地
域
で
も
徐
々
に
定
着

し
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
こ
こ
で
紹
介
し
た
イ
ベ

ン
ト
の
他
に
も
、
各
種
特
典
を
付
け
た
「
エ

コ
・
Ｓ
Ｆ
パ
ノ
ラ
マ
カ
ー
ド
」
の
発
売
、
ラ

ジ
オ
番
組
の
提
供
、
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

な
ど
を
実
施
、
２
年
目
は
初
年
度
以
上
に
幅

広
く
充
実
し
た
活
動
に
な
っ
た
。

平
成
22
年
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
の
開
催
で
、
地

域
の
環
境
意
識
も
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
の
開
催
に
合
わ
せ
た
企
画
も

考
え
、
身
近
で
簡
単
な
環
境
活
動
の
定
着
に

つ
な
げ
た
い
」
と
西
尾
さ
ん
は
意
欲
的
だ
。

小学生とその親 120 組が参加した「親子で学ぶ ECO 教室」車内セミナーの様子

日本モンキーセンターでサルの行動観察を

column　名古屋市では、環境に配慮した取り組みを自主的、
積極的に行っている事業所を「エコ事業所」と認定する

「エコ事業者認定制度」を施行している。
　対象となるのは、名古屋に所在地があり、リサイクル
の推進や省エネルギー・省資源の推進、環境報告の作
成など 10 項目からなる「環境に配慮した取り組み及び
評価点」で６点以上の評価点を取得していること。
　名鉄も、多岐にわたる環境に配慮した取り組みが評
価され、平成 19 年 6 月に市内 37 駅、サービスセンター、
本社、名鉄病院が取得。鉄道駅と病院では初の認定と
なった。その後も、乗務区や倉庫などが加わり、現在では、
名古屋市内の名鉄全 50 事業所が取得し、地域からのさ
らなる信頼につながっている。
　また名鉄グループ各社では、より環境に配慮した
事業展開を行うため、各種の環境マネジメントシステ
ムを導入している。その結果、名鉄をはじめ 13 社が
ISO14001 認証を取得、バス・タクシー・トラック関連
20 社がグリーン経営認証、名鉄バスが自動車エコ事業
所認定、名鉄交通商事がエコアクション 21 認証を取得
するなど、公的にも高い評価を得ている。

名古屋市内の全事業所が
名古屋市エコ事業所に認定

特集：環境都市の交通まちづくり
［名鉄“公共交通中心”への新たな取り組み］
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パ
ー
ク･

ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
事
業
の
推
進

鉄
道
と
車
を
併
用
す
る
利
用
者
の
利
便
性

向
上
を
目
指
し
て
、
名
鉄
は
「
パ
ー
ク･

ア

ン
ド･

ラ
イ
ド
」
と
い
う
言
葉
が
普
及
す
る

前
か
ら
、
駅
前
の
遊
休
地
を
活
用
、
駐
車
場

の
整
備
を
進
め
て
き
た
。
現
在
で
は
、
沿
線

に
約
２
９
０
カ
所
、
約
２
万
１
０
０
０
台
分

の
駐
車
場
を
有
し
て
お
り
、
今
後
も
需
要
を

見
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
い
く
方
針
だ
（
管

理
・
運
営
は
主
に
グ
ル
ー
プ
の
名
鉄
協
商
）。

駐
車
場
と
並
行
し
て
整
備
を
進
め
て
き
た

駐
輪
場
も
、
１
８
０
駅
２
５
５
カ
所
に
約

４
万
４
９
０
０
台
分
を
確
保
し
て
い
る
。

大
型
の
立
体
駐
車
場
建
設
に
つ
い
て
も

早
く
か
ら
着
手
し
て
き
た
。
昭
和
61
年
に
岩

倉
駅
（
２
２
２
台
）、
63
年
に
は
東
岡
崎
駅

（
４
４
８
台
）
な
ど
、
立
て
続
け
に
整
備
し

て
い
る
。
現
在
で
は
最
大
規
模
の
名
鉄
一
宮

駅
（
８
９
９
台
）
を
筆
頭
に
、
名
鉄
岐
阜
駅

（
８
８
５
台
）、
刈
谷
駅
（
７
０
０
台
）、
西

春
駅
（
６
５
０
台
）、
西
尾
駅
（
４
７
０
台
）

な
ど
、
２
０
０
台
規
模
以
上
の
駐
車
台
数
を

擁
す
る
駅
は
17
を
数
え
る
。

逆
に
、
左
京
山
駅
（
４
台
）
の
よ
う
に
、

台
数
が
少
な
く
て
も
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

し
よ
う
と
す
る
努
力
が
う
か
が
わ
れ
る
駅
も

少
な
く
な
い
。
駅
隣
接
地
や
高
架
下
を
使
っ

た
平
面
駐
車
場
か
ら
、
５
～
７
階
建
て
の
立

体
駐
車
場
ま
で
、
形
態
も
規
模
も
さ
ま
ざ
ま

だ
が
、
沿
線
住
民
の
生
活
を
支
え
て
い
る
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
。

新
安
城
駅
の
駐
車
場
（
60
台
）
で
、
車

を
停
め
て
降
り
て
く
る
60
歳
代
の
女
性
に
出

会
っ
た
。
豊
田
市
内
に
住
ん
で
い
る
が
、
週

１
回
名
古
屋
市
内
の
病
院
に
行
く
時
は
、
必

ず
こ
こ
に
駐
車
し
て
、
電
車
に
乗
り
換
え
て

い
く
の
だ
と
言
う
。「
病
院
ま
で
車
で
行
く
の

は
運
転
が
大
変
な
の
で
、
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･

ラ
イ
ド
駐
車
場
が
あ
っ
て
本
当
に
助
か
っ
て

い
る
」
と
笑
顔
で
語
る
。
平
面
駐
車
場
な
の

で
使
い
や
す
く
、
料
金
も
1
時
間
１
０
０
円

で
気
軽
に
利
用
で
き
る
そ
う
だ
。

一
方
、
国
府
宮
駅
前
に
は
、
平
成
13
年
に

整
備
さ
れ
た
３
８
０
台
収
容
の
立
体
駐
車
場

が
あ
る
。
事
前
の
調
査
で
は
、
駅
周
辺
に
多

数
の
駐
車
場
が
存
在
し
、
パ
ー
キ
ン
グ
の
激

戦
区
と
予
想
さ
れ
た
が
、
逆
に
そ
れ
だ
け
需

要
が
高
い
と
判
断
、
駅
前
の
土
地
を
駅
ビ
ル

と
し
て
再
開
発
す
る
の
で
は
な
く
、
駅
直
結

型
の
立
体
駐
車
場
建
設
に
踏
み
切
っ
た
。
稼

働
率
も
よ
く
、
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･

ラ
イ
ド

駐
車
場
の
成
功
事
例
の
ひ
と
つ
だ
。　

取
材
時
は
、
平
日
の
午
前
11
時
過
ぎ
だ
っ

た
が
、
２
５
０
台
以
上
が
埋
ま
っ
て
い
た
。

こ
の
う
ち
、
平
日
定
期
利
用
者
が
１
６
０
台

余
を
占
め
て
お
り
、
通
勤
な
ど
で
の
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･

ラ
イ
ド
利
用
者
が
多
い
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。

雨
の
日
は
、
さ
ら
に
利
用
者
が
増
え
る
。

都
心
部
の
道
路
が
普
段
よ
り
も
渋
滞
し
て
移

動
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
住
民
は
メ
イ
ン

の
移
動
手
段
に
鉄
道
を
選
択
す
る
の
だ
。
取

材
前
日
は
雨
だ
っ
た
が
、
そ
の
日
の
駐
車
場

利
用
台
数
の
推
移
を
見
る
と
、
午
前
９
時
台

で
早
く
も
２
７
０
台
を
超
え
、
12
時
～
16
時

は
３
２
０
台
、
19
時
台
ま
で
は
２
０
０
台
の

利
用
が
あ
っ
た
。「
自
動
車
＋
鉄
道
」
の
移

動
ス
タ
イ
ル
が
、
住
民
の
生
活
に
定
着
し
て名古屋本線新安城駅の、改札を出てすぐにある平面駐車場

名鉄では、長年にわたりパーク・アンド・ライド事業を積極的に推進。
「自動車 + 鉄道」の交通システム整備を進めてきた。
その交通システムの整備から始まるまちづくりの試みは、
地域の環境負荷低減の取り組みを支える装置として活用されている。

パーク＆ライド
の推進
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い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　鉄
道
利
用
者
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

駐
車
場
の
利
用
料
金
は
個
々
で
異
な
っ
て

い
る
が
、
パ
ー
ク
・
ア
ン
ド･

ラ
イ
ド
利
用

の
月
極
め
定
期
に
は｢

全
日
定
期
」｢

平
日
定

期｣｢

ウ
ィ
ー
ク
デ
イ
パ
ス
Ｐ
く
ん｣｢

平
日
昼

間
定
期｣｢

全
日
夜
間
定
期
」「
マ
ン
ス
リ
ー
パ

ス
ポ
ー
ト
」
と
、
利
用
者
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
合
わ
せ
て
選
べ
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ

イ
プ
の
も
の
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
月
極
め

で
も
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
指
定
さ
れ
な
い
こ

と
も
大
き
な
特
徴
だ
。

名
鉄
で
は
、
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･

ラ
イ
ド

の
推
進
策
と
し
て
、
利
用
者
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
つ
け
る
努
力
も
し
て
い
る
。
そ
の
１
つ
が

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
割
引
だ
。
名
鉄
協
商

の
パ
ー
キ
ン
グ
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド「
Ｐ
カ
ー

ド
」
は
1
万
円
の
カ
ー
ド
で
１
万
１
５
０
０

円
分
使
え
る
特
典
が
つ
い
て
い
る
が
、
指
定

の
駅
窓
口
で
、
名
鉄
の
乗
車
券
（
Ｓ
Ｆ
パ

ノ
ラ
マ
カ
ー
ド
も
含

む
）
を
呈
示
す
る
と
、

販
売
価
格
が
５
０
０

円
割
引
さ
れ
る
。

９
５
０
０
円
の
購
入

価
格
で
１
１
５
０
０

円
分
と
、
２
０
０
０

円
多
く
駐
車
場
を
利

用
で
き
る
こ
と
に
な

る
わ
け
だ
。

こ
の
Ｐ
カ
ー
ド
は

名
鉄
協
商
発
行
の
プ

リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
で

は
あ
る
が
、
名
鉄
沿

線
の
駅
で
も
販
売
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
駅

窓
口
も
平
成
19
年

度
は
30
カ
所
だ
っ
た

が
、
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
や
駐
車
場
の
整
備

状
況
に
合
わ
せ
て
現

在
で
は
50
カ
所
に
拡

大
さ
れ
、
年
々
駅
で
の
購
入
者
が
増
加
し
て

い
る
。
こ
こ
に
も
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･

ラ
イ
ド

利
用
の
広
が
り
が
見
て
と
れ
る
。

さ
ら
に
、
名
鉄
百
貨
店
で
は
買
い
物
金
額

に
応
じ
て
、
名
鉄
沿
線
駐
車
場
で
使
え
る
駐

車
サ
ー
ビ
ス
券
を
配
布
し
て
い
る
。
グ
ル
ー

プ
内
で
し
っ
か
り
連
携
し
、
利
用
者
が
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
工
夫
が

な
さ
れ
て
い
る
。

環
境
視
点
の
交
通
ま
ち
づ
く
り
へ

行
政
サ
イ
ド
も
、
道
路
交
通
渋
滞
の
緩
和

と
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
、
環
境
負
荷

の
低
減
を
目
指
し
、
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･

ラ

イ
ド
を
推
進
し
て
い
る
。

「
名
古
屋
都
市
圏
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･

ラ
イ

ド
推
進
協
議
会
」
は
、
名
古
屋
市
お
よ
び
名

古
屋
市
境
か
ら
10
㎞
に
か
か
る
自
治
体
の
行

政
区
域
を
名
古
屋
都
市
圏
と
し
て
、
こ
の
エ

リ
ア
で
の
広
域
的
な
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･

ラ

イ
ド
を
推
進
す
る
た
め
組
織
さ
れ
た
協
議
会

だ
。
国
土
交
通
省
、
愛
知
県
、
名
古
屋
市
な

ど
34
市
町
村
、
名
鉄
を
は
じ
め
と
す
る
鉄
軌

道
事
業
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
名
古
屋
都
市

圏
の
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･

ラ
イ
ド
駐
車
場
の

整
備
と
利
用
促
進
を
行
っ
て
い
る
。

協
議
会
で
は
、
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･

ラ
イ

ド
駐
車
場
登
録
制
度
を
運
用
し
て
お
り
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
鉄
道
路
線
別
に
〝
登
録
〟
し

た
パ
ー
ク･

ア
ン
ド･
ラ
イ
ド
駐
車
場
を
紹

介
し
て
い
る
。
現
在
の
登
録
数
は
36
カ
所
だ

が
、
21
年
度
中
に
は
20
カ
所
増
加
す
る
予
定

だ
。
行
政
も
、
民
間
の
駐
車
場
を
活
用
し
て

利
用
促
進
を
進
め
る
。

「
駐
車
場
の
整
備
も
も
ち
ろ
ん
そ
う
だ
が
、

名
鉄
で
は
、
沿
線
自
治
体
の
協
力
を
仰
ぎ
な

が
ら
駅
前
広
場
の
整
備
を
積
極
的
に
推
進

し
、
キ
ス
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
え
る
環
境
の
整
備
を
進
め
て
き
た
。
環

境
視
点
の
交
通
ま
ち
づ
く
り
は
、
行
政
と
公

共
交
通
事
業
者
の
協
力
と
連
携
が
最
も
重
要

だ
と
名
鉄
は
考
え
て
い
る
」
と
西
尾
さ
ん
は

言
う
。

名
鉄
が
長
い
時
間
を
か
け
て
つ
く
り
あ
げ

て
き
た
「
自
動
車+

鉄
道
」
の
交
通
シ
ス
テ

ム
が
、
環
境
負
荷
の
低
減
に
取
り
組
む
地
域

を
支
え
る
装
置
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

高架化事業に合わせて整備された名古屋本線鳴海駅パーク & ライド駐車場

名古屋本線国府宮駅の立体駐車場

特集：環境都市の交通まちづくり
［名鉄“公共交通中心”への新たな取り組み］
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平
成
22
年
度
末
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入

名
鉄
は
現
在
、
磁
気
カ
ー
ド
の
「
Ｓ
Ｆ
パ

ノ
ラ
マ
カ
ー
ド
」
を
発
行
し
て
い
る
。
名
鉄

の
他
、
名
鉄
バ
ス
・
名
鉄
東
部
交
通
・
名
古

屋
市
交
通
局
（
地
下
鉄
・
バ
ス
）・
名
古
屋

臨
海
高
速
鉄
道
（
あ
お
な
み
線
）・
愛
知
高

速
交
通
（
リ
ニ
モ
）
と
共
通
利
用
で
き
る
Ｓ

Ｆ
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
「
ト
ラ
ン
パ
ス
」
に
対
応

し
た
も
の
だ
。
平
成
15
年
3
月
よ
り
導
入
が

開
始
さ
れ
、
全
２
７
５
駅
中
２
６
１
駅
で
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

平
成
22
年
度
第
４
四
半
期
に
新
た
に
導
入

す
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
は
、
名
古
屋
市
営

地
下
鉄
・
バ
ス
、
名
鉄
バ
ス
等
と
の
共
通
利

用
が
可
能
で
、
電
子
マ
ネ
ー
機
能
も
搭
載
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。
駅
構
内
や
沿
線
の
商
業

施
設
で
電
子
マ
ネ
ー
決
済
が
で
き
る
よ
う
に

準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
パ
ー
ク･

ア
ン

ド･

ラ
イ
ド
駐
車
場
で
の
利
用
も
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。

ま
た
、
Ｓ
Ｆ
パ
ノ
ラ
マ
カ
ー
ド
に
は
利
用

可
能
金
額
の
プ
レ
ミ
ア
ム
（
２
０
０
０
円
で

２
２
０
０
円
分
利
用
可
能
な
ど
）
が
つ
け
ら

れ
て
い
る
が
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
に
も
そ

う
し
た
利
用
客
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
用
意

し
て
い
る
。
利
用
実
績
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
す
る
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
制
が
採
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
Ｔ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
の
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
と
の
相
互
利
用
に

つ
い
て
も
、
24
年
度
中
の
実
現
に
向
け
て
検

討
を
進
め
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
と
イ
ン
タ
ー
モ
ー
ダ
ル
推
進

地
域
と
連
携
し
て
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
た
新
た
な
事
業
モ
デ
ル
の
構
築

に
も
着
手
し
て
い
る
。

「
非
接
触
型
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
活
用

し
た
地
域
連
携
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
・

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事
業
構
築
に
よ
る
イ
ン

タ
ー
モ
ー
ダ
ル
推
進
事
業
モ
デ
ル
」
だ
。

国
土
交
通
省
が
平
成
21
年
度
に
創
設
し

た
「
新
た
な
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
環
境
事
業

モ
デ
ル
」
に
選
定
さ
れ
た
事
業
で
、
地
球
温

暖
化
の
原
因
と
な
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
に

つ
な
が
る
モ
デ
ル
的
な
事
業
の
可
能
性
を
国

が
助
成
し
て
見
極
め
る
と
い
う
趣
旨
に
基
づ

き
、
名
鉄
が
名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研

究
科
、
電
通
中
部
支
社
、
電
通
リ
サ
ー
チ
名

古
屋
支
社
の
３
社
と
共
同
で
提
案
し
た
。

事
業
は
、
主
た
る
移
動
は
鉄
道
を
利
用

し
、
線
路
が
結
ば
れ
て
い
な
い
駅
間
や
駅
か

ら
目
的
地
ま
で
の
端
末
交
通
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
サ
イ
ク
ル
お
よ
び
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を

利
用
。
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
活
用
で
利
便
性
の
向

上
と
経
済
的
誘
導
を
図
り
、
イ
ン
タ
ー
モ
ー

ダ
ル
を
推
進
す
る
と
い
う
も
の
。

「
今
は
マ
イ
カ
ー
を
使
っ
て
い
る
が
、
少
し

努
力
す
れ
ば
鉄
道
に
移
行
で
き
る
と
い
う
人

が
少
な
く
な
い
。
そ
う
い
う
人
た
ち
の
た
め
の

端
末
交
通
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
や

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
整
備
し
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー

地域に鉄道アクセスを提供、新たに開業した南桜井駅

名古屋市中心部ですでに開始されている
カーシェアリング

自転車利用が活発な名古屋市ではコミュニティサイク
ル事業の可能性が期待される

平成 22 年度末、名鉄がＩＣカード乗車券の導入を予定している。
自動車から鉄道へ、鉄道から端末交通へ。
交通手段をシームレスに結び、利便性の向上を図る。
ＩＣカード乗車券を活用しての新たな試みも視野に入る。

インターモーダル
の推進
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ド
を
使
っ
て
シ
ー
ム
レ
ス
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
す
れ
ば
、
鉄
道
利
用
は
確
実
に
増
え
、

環
境
負
荷
を
低
減
で
き
る
」
と
、
西
尾
さ
ん

は
説
明
す
る
。

端
末
交
通
の
整
備
も
実
働
し
始
め
た
。
名

鉄
協
商
が
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
新
規
事
業

と
し
て
開
始
し
た
の
だ
。
名
称
は
「
カ
リ
テ

コ
（
Ｃ
Ａ
Ｒ
・
Ｉ
Ｔ
・
Ｅ
Ｃ
Ｏ
）」。
本
格
的

な
稼
動
は
平
成
22
年
１
月
以
降
と
な
る
が
、

名
古
屋
駅
周
辺
と
栄
地
区
の
５
つ
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
６
台
）
で
、
先
行
し
て
事
業
を
開

始
し
た
。
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、
名
鉄
協
商
が
管
理
・
運
営
す
る
駐
車

場
を
充
て
て
い
る
。

利
用
者
は
、
会
員
登
録
を
し
て
月
額
の

基
本
料
金
（
３
０
０
０
円
ま
た
は
１
０
０
０

円
）
の
他
、
利
用
し
た

時
間
・
距
離
に
応
じ
て

料
金
を
支
払
う
。
１
回

の
費
用
は
最
低
30
分

５
５
０
円
か
ら
15
分
単

位
で
、
６
時
間
以
上
の

長
時
間
利
用
に
は
パ
ッ

ク
料
金
が
設
定
さ
れ
て

い
る
。
ガ
ソ
リ
ン
や
駐

車
場
代
金
は
不
要
で
、

Ｐ
Ｃ
や
携
帯
電
話
か
ら

の
予
約
も
可
能
。
車
は

も
ち
ろ
ん
環
境
に
配
慮

し
た
Ｅ
Ｃ
Ｏ
カ
ー
を
使

用
し
て
い
る
。
名
鉄
協

商
で
は
、
平
成
22
年
中

に
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

20
～
30
カ
所
、
車
の
台

数
も
50
台
整
備
す
る
予

定
だ
。

名
古
屋
市
に
お
い
て

は
、
同
市
と
名
古
屋
大

学
大
学
院
が
実
施
主
体

と
な
っ
て
、「
名
チ
ャ
リ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
名

付
け
ら
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
の
社
会
実
験
が
こ
れ
ま
で
に
も
２
回
行
わ

れ
て
い
る
。
再
生
し
た
放
置
自
転
車
を
活
用

し
、
利
用
料
は
無
料
。
あ
ら
か
じ
め
会
員
登

録
し
て
い
れ
ば
、名
古
屋
市
中
心
部
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ど
こ
で
で
も
、
貸
し
出
し
、
返
却
で

き
る
と
い
う
も
の
。
21
年
10
月
20
日
か
ら
は
、

自
転
車
台
数
３
０
０
台
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
30

カ
所
に
規
模
を
拡
大
し
て
、
第
３
回
目
の
社

会
実
験
が
約
２
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

た
。車

や
自
転
車
を
〝
共
有
〟
す
る
こ
と
に
は
、

利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
に
相
応
の
責
任
が
発
生
す

る
。
個
人
認
証
が
で
き
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
活

用
に
は
、
シ
ー
ム
レ
ス
な
利
便
性
の
提
供
と

と
も
に
、
利
用
す
る
上
で
の
個
人
の
責
任
、

注
意
喚
起
を
果
た
す
役
割
が
期
待
さ
れ
る
。

エ
コ
通
勤
・
エ
コ
通
学
を
サ
ポ
ー
ト

名
鉄
で
は
、
地
域
・
自
治
体
や
沿
線
の
企

業
・
学
校
と
連
携
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
交

通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
最
後

に
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
よ
う
。

マ
イ
カ
ー
か
ら
鉄
道
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

を
推
進
し
た
、
そ
の
好
例
に
、
西
尾
線
の
南

桜
井
駅
の
開
業
が
あ
る
。

こ
の
付
近
は
自
動
車
関
連
企
業
の
本
社
や

工
場
が
複
数
あ
り
、
マ
イ
カ
ー
で
の
通
勤
時

間
帯
の
周
辺
道
路
の
渋
滞
が
、
移
動
時
間
だ

け
で
は
な
く
環
境
の
面
で
も
問
題
視
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
所
で
は
従
業
員
の
通

勤
を
鉄
道
に
転
換
し
た
い
と
い
う
意
向
が
あ

り
、
自
治
体
で
あ
る
安
城
市
か
ら
の
要
請
も

あ
っ
た
た
め
、
平
成
20
年
６
月
28
日
に
新
駅

を
開
業
し
た
。
名
鉄
の
既
存
路
線
で
は
、
13

年
ぶ
り
の
新
駅
誕
生
で
、
準
急
と
普
通
列
車

が
停
車
す
る
。

ま
た
、
名
鉄
バ
ス
も
エ
コ
通
勤
・
エ
コ
通

学
の
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
平
成

15
年
に
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ト
ヨ
タ

自
動
車
が
、
本
社
と
本
社
工
場
の
従
業
員

２
万
８
０
０
０
人
に
対
し
、
マ
イ
カ
ー
通
勤

自
粛
と
鉄
道
・
バ
ス
通
勤
を
呼
び
か
け
、
大

き
な
話
題
と
な
っ
た
が
、
最
寄
り
駅
と
工
場

な
ど
を
結
ぶ
フ
ィ
ー
ダ
ー
輸
送
を
担
当
し
た

の
が
名
鉄
バ
ス
だ
。

環
境
意
識
の
高
ま
り
か
ら
、
ト
ヨ
タ
自
動

車
の
よ
う
に
、
エ
コ
通
勤
・
エ
コ
通
学
を
推

進
す
る
企
業
や
学
校
が
増
え
て
い
る
。
名
鉄

バ
ス
で
は
平
成
20
年
度
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
な

ど
企
業
11
社
、
中
部
大
学
な
ど
学
校
16
校
、

イ
オ
ン
大
高
な
ど
商
業
施
設
４
店
舗
に
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
、
日
進
市
な
ど
11
市
町
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
。

「
愛
知
県
で
は『
あ
い
ち
エ
コ
モ
ビ
リ
ィ
テ
ィ

ラ
イ
フ
』
を
展
開
し
て
お
り
、
名
鉄
も
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
協
力
し
て
い
る
。
公
共
交
通
事

業
者
と
し
て
、
地
域
の
環
境
負
荷
低
減
の
取

り
組
み
に
、
さ
ら
に
し
っ
か
り
と
貢
献
し
て

い
き
た
い
」
と
西
尾
さ
ん
は
結
ぶ
。

環
境
意
識
が
高
く
、
自
動
車
依
存
型
の
都

市
に
お
い
て
、
環
境
保
全
を
基
盤
に
鉄
道
の

利
用
促
進
を
図
り
、
交
通
ま
ち
づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
く
。
名
鉄
の
取
り
組
み
が
今
後
も

注
目
さ
れ
る
。

中核都市型駅
郊外型駅

観光地等

都市型駅B

都市型駅A

通勤・営業先

コミュニティサイクル

レンタサイクル

レンタサイクル

商業施設等

自宅・商店等

自宅・商店等

カーシェアリング

カーシェアリング

カーシェアリングカーシェアリング

事業モデルイメージ図

ICカード

ICカード ICカード

ICカード

ICカード

ICカード

通勤・営業先

特集：環境都市の交通まちづくり
［名鉄“公共交通中心”への新たな取り組み］
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ボ
ー
パ
ン
前
助
役
の「
車
放
逐
」
強
硬
政
策

パ
リ
市
の
自
動
車
制
御
策
の
特
徴
は
、
ロ
ン
ド

ン
や
オ
ス
ロ
な
ど
が
採
用
し
て
い
る
車
利
用
に
一

種
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
課
す
と
い
う
経
済
的
手
段

で
は
な
く
、
車
用
の
空
間
面
積
を
縮
小
す
る
と
い

う
物
理
的
手
段
で
車
利
用
を
抑
え
込
も
う
と
し
た

こ
と
に
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
で
は
車
で
市
中
心
部
に
入
る
た
め
に

は
、
入
市
税
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う

し
た
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
方
式
で
は
庶
民
は
い
や
で
も
車

利
用
を
控
え
ざ
る
を
得
な
い
の
に
対
し
、
富
裕
層

は
従
わ
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
り
「
非
民
主
的
」

（
ボ
ー
パ
ン
前
助
役
）
だ
と
の
判
断
が
働
い
た
。

パ
リ
市
の
選
択
は
具
体
的
に
は
、
路
面
電
車
軌

道
の
敷
設
、
バ
ス
や
自
転
車
の
専
用
路
設
置
、
特

定
区
域
内
の
歩
道
を
拡
張
し
最
高
30
キ
ロ
の
時
速

制
限
を
車
に
課
す
「
緑
街
区
」
の
創
設
に
よ
っ
て

車
用
ス
ペ
ー
ス
を
削
る
も
の
だ
っ
た
が
、
渋
滞
増

を
か
ぶ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
は
当
然
不
自
由
感
の

大
き
い「
車
放
逐
」と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
強
引
と
も
言
え
る
車
制
御
策
を
強
烈

な
使
命
感
と
指
導
力
で
リ
ー
ド
し
て
き
た
の
は
、

緑
の
党
市
議
の
ボ
ー
パ
ン
前
交
通
担
当
助
役
だ
っ

た
。
前
助
役
は
「
車
放
逐
」
論
者
と
し
て
、
妥
協

を
拒
む
こ
わ
も
て
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
ゆ
え
に
、

車
擁
護
派
か
ら
は
「
緑
の
ア
ヤ
ト
ラ
」
の
異
名
を

与
え
ら
れ
、
目
の
敵
に
さ
れ
て
い
た
。
ド
ラ
ノ
エ

社
会
党
市
長
は
、
各
方
面
か
ら
の
批
判
に
さ
ら
さ

れ
て
い
た
前
助
役
を
、
任
期
１
期
目
の
間
は
か
ば

い
続
け
た
が
、
08
年
３
月
市
議
選
で
の
再
選
後
、

つ
い
に
更
迭
し
、
側
近
の
ル
プ
テ
ィ
社
会
党
女
性

市
議
を
後
任
に
据
え
た
。
す
げ
替
え
の
背
景
に
は
、

市
議
選
で
緑
の
党
が
得
票
率
を
半
減
さ
せ
、
連
アヤトラ
アラビア語で「神の徴（しるし）」を意味し、シーア派の高位のイスラム法学者に与えられる敬称。
特に優れた人はアヤトラ・オズマ（大アヤトラ）と呼ばれ、ホメイニは大アヤトラであった。

13 区のマセナ通りを走る（ⓒ Marc Verhille ／ Mairie de Paris）

World Report
Paris
第3 回

自動車交通の制御を急ぐ
パリ市の公共交通政策

2001年から始まったドラノエ市長率いるパリ左派市政の交通政策の基本は、
マイカーから代替交通機関への乗り換えを推進するために、

公共交通機関の選択肢を増やし、運行量を拡大することである。
フランスでも1970 年代初頭はポンピドー大統領がロサンゼルス型の

マイカー主体の都市交通推進を掲げていたが、
現在のパリ市は世界の多くの都市同様、自動車交通の制御を試みている。

文・写真◉芝原　隆（時事通信社パリ支局）
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立
与
党
と
し
て
の
影
響
力
を
失
っ
た
事
情
も
あ
っ

た
。前

助
役
が
主
導
し
て
き
た
「
脱
自
動
車
」
を
基

調
と
す
る
パ
リ
市
の
交
通
政
策
か
ら
目
に
付
く
ポ

イ
ン
ト
を
拾
っ
て
み
よ
う
。

メ
ト
ロ
と
バ
ス
の
拡
充

　
メ
ト
ロ
に
つ
い
て
は
、
混
雑
線
の
ラ
ッ
シ
ュ
時

「
運
行
90
秒
間
隔
」と
い
う
目
標
が
示
さ
れ
て
い
た
。

ま
だ
実
現
に
至
っ
て
は
い
な
い
が
、
運
行
本
数
に

つ
い
て
は
約
10
％
増
強
さ
れ
て
い
る
。
特
に
休
前

日
の
終
電
の
終
着
駅
到
着
時
間
は
06
年
12
月
、
労

組
の
抵
抗
を
押
し
て
、
午
前
１
時
15
分
か
ら
２
時

15
分
に
延
長
さ
れ
た
。

ま
た
、
パ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
促
進
の
た
め
、

イ
ル
ド
フ
ラ
ン
ス
交
通
局
で
は
09
年
６
月
、
都
市

交
通
共
通
電
子
定
期
券
「
ナ
ヴ
ィ
ゴ
」
に
ボ
ー
ナ

ス
付
き
駐
車
場
利
用
機
能
を
組
み
込
む
試
み
を
開

始
。
国
鉄
傘
下
の
駐
車
場
運
営
企
業
と
協
力
し
、

パ
リ
郊
外
の
メ
ト
ロ
・
国
鉄
駅
隣
接
パ
ー
キ
ン
グ

５
カ
所
で
試
験
運
用
を
行
っ
て
い
る
。

バ
ス
に
つ
い
て
は
05
年
９
月
に
終
夜
運
転
の
夜

間
バ
ス
網
の
抜
本
的
改
革
を
実
行
し
、
６
路
線
か

ら
一
挙
に
35
路
線
に
拡
大
、郊
外
ま
で
延
長
し
た
。

ダ
イ
ヤ
も
平
日
30
分
お
き
、
週
末
・
休
前
日
は
10

～
15
分
お
き
に
大
幅
強
化
し
、
一
般
バ
ス
よ
り
高

か
っ
た
特
別
運
賃
も
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は

47
路
線
、
年
間
６
５
０
万
人
の
利
用
が
あ
る
。

最
大
の
成
功
と
な
っ
た
ト
ラ
ム
復
活

路
面
電
車
（
ト
ラ
ム
）
69
年
ぶ
り
の
復
活
は
、

左
派
市
政
１
期
目
の
目
玉
政
策
と
し
て
06
年
12
月

に
実
現
し
た
。
90
年
代
に
パ
リ
市
郊
外
に
開
通
し

た
Ｔ
１
、
Ｔ
２
の
２
路
線
に
続
く
Ｔ
３
で
、
パ
リ

市
を
取
り
巻
く
環
状
道
路
の
一
区
間
上
を
走
り
、

市
内
南
西
部
の
ガ
リ
リ
ア
ー
ノ
橋
と
南
東
部
の
ポ

ル
ト
デ
ィ
ヴ
リ
ー
間
７・９
キ
ロ
、
17
駅
を
結
ん
で

い
る
。

ト
ラ
ム
は
、
パ
リ
市
民
の
熱
烈
な
支
持
を
得
て

い
る
。
開
業
後
３
年
近
く
を
経
た
現
在
、
１
日
当

た
り
の
利
用
者
数
は
平
均
で
平
日
11
万
人
、
週
末

７
万
人
。
特
に
ポ
ル
ト
ド
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
駅
脇
に

あ
る
見
本
市
会
場
で
催
事
が
あ
る
期
間
は
、
１
日

11
万
人
を
超
し
て
ピ
ー
ク
に
達
す
る
。
利
用
者
の

52
％
は
市
内
と
郊
外
間
の
移
動
客
だ
。

開
業
以
来
、
沿
道
の
自
動
車
交
通
量
は
50
％
、

交
通
事
故
数
は
40
％
減
少
し
た
。
ま
た
沿
線
の
商

店
客
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
ト
ラ
ム

開
通
に
よ
り
65
％
が
「
便
利
に
な
っ
た
」、
77
％

が
「
近
辺
の
環
境
が
向
上
し
た
」
と
答
え
て
い
る
。

い
つ
乗
っ
て
も
混
ん
で
い
る
こ
と
が
多
く
、
利

用
者
の
支
持
、
車
削
減
、
環
境
向
上
す
べ
て
で
成

果
を
上
げ
た
ド
ラ
ノ
エ
交
通
政
策
最
大
の
成
功
と

言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

09
年
６
月
か
ら
は
、
仏
鉄
道
車
両
大
手
ア
ル
ス

ト
ム
社
と
国
立
交
通
安
全
研
の
協
力
の
下
、
コ
ン

デ
ン
サ
を
使
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
の
新
技
術
テ

ス
ト
を
開
始
し
て
い
る
。
充
放
電
の
所
要
時
間
を

短
く
し
、回
生
ブ
レ
ー
キ
で
減
速
時
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
ス
ト
ッ
ク
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
駅
間
で
パ
ン
タ
グ

ラ
フ
を
下
ろ
し
て
走
行
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
高
30
％
節
約
で
き
る
と
い
う
。

将
来
は
架
線
を
廃
止
し
、
設
備
投
資
を
減
ら
す
と

と
も
に
景
観
の
向
上
に
も
貢
献
で
き
る
可
能
性
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

延
長
区
間
の
開
業
は
12
年
末
目
標

パ
リ
市
議
会
は
08
年
12
月
、
Ｔ
３
の
北
東
部
へ

の
延
長
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。
北
東
部
ポ
ル

ト
ド
ラ
シ
ャ
ペ
ル
ま
で
の
14
・
５
キ
ロ
で
、
25
駅

が
新
た
に
設
け
ら
れ
る
。

市
が
12
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
に
失
敗
し
た

た
め
当
初
予
定
よ
り
遅
れ
た
が
、
09
年
10
月
予
備

工
事
着
工
に
こ
ぎ
着
け
、
12
年
末
開
業
を
目
指
し

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
セ
ー
ヌ
川
・
運
河
・
鉄
道
の
横

断
数
カ
所
や
既
存
の
ト
ン
ネ
ル
、
陸
橋
撤
廃
な
ど
を

含
む
大
工
事
と
な
り
、
総
費
用
は
８
億
１
０
０
万

ユ
ー
ロ
（
１
０
４
１
億
３
０
０
０
万
円
）、
内

１
億
４
９
０
０
万
ユ
ー
ロ（
１
９
３
億
７
０
０
０
万

円
）
は
緑
化
や
空
間
デ
ザ
イ
ン
等
の
都
市
環
境

整
備
と
ト
ラ
ム
や
都
市
を
テ
ー
マ
に
し
た
ア
ー

ト
注
文
に
充
て
ら
れ
る
。
こ
れ
に
車
両
22
編

成
（
現
行
と
同
じ
ア
ル
ス
ト
ム
社
製
シ
タ
デ
ィ
ス

４
０
２
型
）
購
入
の
た
め
の
７
５
６
８
万
ユ
ー
ロ

（
98
億
３
８
４
０
万
円
）
が
加
わ
る
。
パ
リ
市
と

イ
ル
ド
フ
ラ
ン
ス
地
域
が
主
に
負
担
し
、
Ｅ
Ｕ
の

政
策
金
融
機
関
で
あ
る
欧
州
投
資
銀
行
か
ら
５
億

ユ
ー
ロ
（
６
５
０
億
円
）
の
融
資
を
受
け
る
。

新
区
間
で
は
１
日
16
万
５
０
０
０
人
の
利
用
者

が
見
込
ま
れ
、
在
来
区
間
の
11
万
人
と
合
わ
せ
１

日
計
27
万
５
０
０
０
人
の
利
用
者
が
あ
る
と
試
算
イルドフランス
フランスの地方制度は地域・県・市町村の三層からなっており、イルドフランス地域は首都パリを含む８県 1281 市町村、
人口 1160 万人（全体の 22.5％）。

①ガリリアーノ橋駅に停車するトラム（ⓒ Marc Verhille ／

Mairie de Paris）②Ｔ3 路線図と延伸計画　③メトロ２号線
の新型車両（Bruno Margurite パリ交通公団）　④夜間バス「ノ
クティリアン」（Jean-François Mauboussin パリ交通公団）

Pte d' Auteuil

Exelmans
Pont du Garigliano
Balard
Pte de Versailles

Pte de Vanves
Pte d' Orl  ans
Cit   Universitaire Pte d'ltalie Pte de Choisy

Pte de Charenton
Pte Dor  e

Pte de Vincennes

Pte de Montreuil

Pte de Bagnolet

Pte des Lilas

Pte de Pantin

Pte de la Villette

EvangilePte de la Chapelle

Pte d'Ivry

Pte de St-Cloud

T3の現行路線
北東部への
延長線
北西部への
延長計画

❶

❸

❹

❷
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さ
れ
て
い
る
。
営
業
速
度
は
現
行
時
速
18
キ
ロ
か

ら
19
～
20
キ
ロ
に
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
ダ
イ
ヤ
は
現

行
６
分
お
き
か
ら
４
～
５
分
お
き
に
引
き
上
げ
ら

れ
る
。
調
査
委
の
答
申
に
基
づ
き
、
延
長
後
は
全

区
間
の
通
し
運
転
は
行
わ
ず
、
ほ
ぼ
中
間
点
の
ポ

ル
ト
ド
ヴ
ァ
ン
セ
ン
ヌ
駅
を
中
継
点
と
し
た
２
区

間
の
分
離
運
転
と
な
る
予
定
だ
。
遅
延
累
積
を
避

け
、
２
区
間
で
利
用
者
数
に
応
じ
て
運
行
頻
度
を

変
え
る
た
め
と
の
理
由
だ
が
、
住
民
団
体
か
ら
は

「
乗
り
換
え
を
強
い
ら
れ
る
」
な
ど
の
不
満
の
声

が
上
が
っ
て
い
る
。

パ
リ
市
は
さ
ら
に
北
西
部
ポ
ル
ト
ダ
ニ
エ
ー
ル

ま
で
４・
５
キ
ロ
延
長
の
目
標
を
捨
て
て
い
な
い

が
、
そ
れ
以
上
の
延
長
に
よ
る
円
環
完
成
は
、
西

部
住
民
の
支
持
が
薄
く
、
既
存
の
郊
外
高
速
地
下

鉄
路
線
と
重
複
す
る
た
め
議
題
に
上
っ
て
い
な
い
。

水
上
バ
ス
の
試
験
的
導
入

水
上
バ
ス
も
復
活
し
た
。
パ
リ
地
区
の
セ
ー
ヌ

川
に
は
１
８
３
７
年
か
ら
定
期
旅
客
船
が
就
航

し
て
い
た
が
、
鉄
道
に
押
さ
れ
、
１
９
３
４
年
に

姿
を
消
し
た
。
08
年
６
月
末
か
ら
取
り
あ
え
ず
10

年
12
月
末
ま
で
の
予
定
で
試
験
運
航
を
開
始
し
た

「
ヴ
ォ
ゲ
オ
」
は
、
そ
れ
以
来
の
市
民
向
け
水
上

バ
ス
復
活
の
試
み
に
当
た
る
。

水
上
バ
ス
復
活
の
端
緒
は
、
パ
リ
を
横
断
し
て

運
航
さ
せ
、
セ
ー
ヌ
河
岸
自
動
車
道
廃
止
へ
の
布

石
に
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
試
験

航
行
区
間
は
パ
リ
中
心
部
で
は
な
く
、
パ
リ
市
内

南
東
部
の
オ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
駅
脇
か
ら
パ
リ
南
東

郊
外
に
位
置
し
マ
ル
ヌ
川
が
セ
ー
ヌ
川
に
注
ぎ
込

む
合
流
地
点
で
あ
る
メ
ゾ
ン
ア
フ
ォ
ー
ル
市
ま
で

の
９・
３
キ
ロ
。
将
来
的
に
は
パ
リ
中
心
部
や
西

方
シ
ュ
レ
ー
ヌ
市
ま
で
の
延
長
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
。
所
要
時
間
は
約
30
分
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

５
カ
所
で
、
す
べ
て
メ
ト
ロ
駅
の
近
く
に
位
置
し

て
い
る
。

運
航
は
平
日
が
７
時
か
ら
20
時
半
、
土
日
祝
日

は
10
時
か
ら
20
時
ま
で
。
平
日
の
朝
夕
の
時
間
帯

が
15
分
お
き
、
平
日
の
日
中
と
土
日
祝
日
は
20
分

お
き
の
運
航
と
な
っ
て
い
る
。
運
賃
は
距
離
に
か

か
わ
ら
ず
１
回
片
道
３
ユ
ー
ロ
（
３
９
０
円
）
で
、

メ
ト
ロ
・
バ
ス
・
ト
ラ
ム
の
共
通
定
期
券
が
全
区

間
で
通
用
す
る
。
運
航
開
始
か
ら
１
年
で
10
万
人

以
上
に
利
用
さ
れ
た
。

運
営
は
イ
ル
ド
フ
ラ
ン
ス
交
通
局
の
監
督
下
で
、

セ
ー
ヌ
川
の
観
光
水
上
バ
ス
を
運
営
す
る
民
間
事

業
者
が
請
け
負
っ
て
お
り
、
運
営
費
用
は
年
間
税

抜
き
で
４
６
０
万
ユ
ー
ロ
（
５
億
９
８
０
０
万

円
）、
小
型
双
胴
船
４
隻
が
就
航
し
て
い
る
。
仏

西
部
の
ラ
ロ
シ
ェ
ル
市
に
あ
る
ク
ル
ー
ズ
用
双
胴

船
専
門
メ
ー
カ
ー
・
フ
ン
テ
ー
ヌ
パ
ジ
ョ
ル
社
製

で
、
長
さ
12
・
３
メ
ー
ト
ル
、
幅
５・
１
メ
ー
ト

ル
、重
さ
９・３
ト
ン
。
時
速
18
キ
ロ
で
運
航
す
る
。

定
員
は
75
人
、
椅
子
席
が
35
席
あ
り
、
暖
房
も
付

い
て
い
る
。

イ
ル
ド
フ
ラ
ン
ス
地
域
議
会
の
ユ
シ
ョ
ン
議
長

は
「
家
族
・
シ
ニ
ア
な
ど
の
利
用
を
想
定
」、
ボ
ー

パ
ン
前
助
役
も
「
速
さ
よ
り
も
快
適
さ
を
重
視
し

た
」
と
語
っ
て
い
る
。

８
月
に
取
材
し
た
時
に
は
、
乗
客
の
約
４
分
の

１
が
観
光
客
で
、
市
民
も
「
レ
ジ
ャ
ー
」
と
答
え

る
人
が
珍
し
く
な
か
っ
た
の
だ
が
、
今
回
取
材
し

た
10
月
末
の
平
日
は
、
好
天
で
も
観
光
客
は
ゼ
ロ
、

乗
客
の
大
半
は
帰
宅
な
ど
の
移
動
で
利
用
し
て
い

た
。「
毎
日
で
は
な
く
の
ん
び
り
快
適
に
行
き
た
い

時
に
利
用
」
し
、「
所
要
時
間
や
運
行
頻
度
に
不
満 ❺

①特徴ある双胴船のヴォゲオ（イルドフランス交通局）②フ
ランソワ・ミッテラン図書館ステーションに近づく
ヴォゲオ　③船内の様子　④「バトビュス」社が派
遣するクルーの面々（イルドフランス交通局）　⑤仏南東部
地中海岸コートダジュールのアンティーブ市で、ヴュ
ログ社が 07 年から展開しているセルフサービスのエ
コ・レンタカー・システム「シテビュ」。電気自動車で、
イタリアのシチリアの車メーカー・エッフェーディ社
製「マラネッロ」　⑥レンタカー内のトラブル連絡用
の接触プレート

❶

❺ ❻

❷

❸ ❹
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は
な
い
」
と
答
え
た
人
が
多
か
っ
た
。

08
年
６
～
12
月
に
実
施
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
よ
れ
ば
、
88
％
が
乗
員
の
応
対
に
、
86
％
が

快
適
・
清
潔
さ
に
満
足
感
を
表
明
し
て
い
る
。
運

航
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
正
確
さ
の
満
足
度
に
つ
い
て

は
64
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
そ
の
一
方
で
、

所
要
時
間
に
は
91
％
が
満
足
と
答
え
て
お
り
、
利

用
者
が
速
さ
に
は
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
様
子
が
う

か
が
え
る
。

「
オ
ト
リ
ブ
」
の
導
入
決
定

「
オ
ト
リ
ブ
」
は
公
営
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
・
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
「
ヴ
ェ
リ
ブ
」
の
発
想
を
そ
の
ま
ま

エ
コ
・
レ
ン
タ
カ
ー
に
適
用
す
る
も
の
で
、
パ
リ

市
は
09
年
７
月
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
の
決
定
を

発
表
し
た
。
目
標
と
さ
れ
る
10
年
末
の
運
営
開
始

は
難
し
そ
う
で
、
11
年
半
ば
頃
に
ず
れ
込
む
可
能

性
が
高
い
。
当
初
の
見
込
み
よ
り
１
年
以
上
遅
れ

る
こ
と
に
な
る
の
は
、
左
派
与
党
内
部
で
も
導
入

に
議
論
が
あ
り
、
緑
の
党
が
無
用
の
車
利
用
が
増

え
、
他
の
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
食
い
か
ね
な

い
と
し
て
反
対
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
の
が
理
由

だ
。
社
会
党
の
ル
プ
テ
ィ
助
役
は
「
オ
ト
リ
ブ
に

移
る
の
は
マ
イ
カ
ー
利
用
者
で
公
共
交
通
利
用
者

で
は
な
い
。
電
気
自
動
車
だ
か
ら
環
境
も
害
さ
な

い
」
と
反
論
し
て
い
る
。

オ
ト
リ
ブ
に
は
パ
リ
市
の
他
郊
外
26
市
も
参

画
し
、
当
初
は
配
置
車
３
０
０
０
台
、
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
数
パ
リ
市
内
７
０
０
、
郊
外
３
０
０
の
計

１
０
０
０
カ
所
で
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
だ
。
パ
リ

市
内
で
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
５
０
０
は
路
上
に
、

２
０
０
は
地
下
駐
車
場
に
設
け
ら
れ
、
予
約
な

し
で
24
時
間
ど
こ
で
も
レ
ン
タ
ル
・
返
却
で
き
る
。

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
既
存
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
つ
ぶ
し

て
設
け
、
マ
イ
カ
ー
用
空
間
の
圧
縮
も
狙
っ
て
い

る
。基

本
利
用
券
料
は
１
カ
月
券
で
15
～
20
ユ
ー

ロ
（
１
９
５
０
～
２
６
０
０
円
）、
年
間
券
で

２
０
０
～
２
５
０
ユ
ー
ロ
（
２
万
６
０
０
０
～

３
万
２
５
０
０
円
）
程
度
、
そ
の
上
に
レ
ン
タ

ル
料
と
し
て
30
分
４
～
５
ユ
ー
ロ
（
５
２
０
～

６
５
０
円
）
が
必
要
と
な
る
見
込
み
。
１
日
単
位

の
割
安
レ
ン
タ
ル
料
や
基
本
利
用
券
な
し
の
レ
ン

タ
ル
制
度
の
設
置
も
検
討
し
て
い
る
。バ
ッ
テ
リ
ー

の
電
気
料
金
は
利
用
料
に
含
ま
れ
、
保
証
金
は

５
０
０
～
１
０
０
０
ユ
ー
ロ
（
６
万
５
０
０
０
～

13
万
円
）に
設
定
さ
れ
る
。
自
動
車
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
採
用
案
も
あ
っ
た
が
、
結
局
、
炭
素
ゼ
ロ
の

電
気
自
動
車
に
決
定
さ
れ
た
。
２
人
乗
り
と
４
人

乗
り
の
２
種
類
が
用
意
さ
れ
る
。

パ
リ
市
の
調
査
に
対
し
市
民
の
73
％
が
「
興
味

が
あ
る
」、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
83
％
が
「
実
現
す
れ
ば

マ
イ
カ
ー
の
利
用
を
減
ら
す
」
と
答
え
て
お
り
、

１
日
２
万
２
５
０
０
台
の
マ
イ
カ
ー
利
用
が
減
る

と
試
算
さ
れ
て
い
る
。　

運
営
は
民
間
事
業
者
に
委
託
さ
れ
、
パ
リ
市
は

09
年
末
の
入
札
告
示
を
目
標
に
し
て
い
る
。
各
種

事
業
者
を
束
ね
た
企
業
合
同
に
運
営
が
委
ね
ら
れ

る
た
め
、
仏
国
鉄
・
パ
リ
交
通
公
団
・
仏
ゼ
ネ
コ

ン
大
手
ヴ
ァ
ン
シ
・
米
レ
ン
タ
カ
ー
大
手
エ
イ
ビ

ス
の
合
同
な
ど
が
関
心
を
示
し
て
い
る
。

自
動
車
は
、
運
営
担
当
事
業
者
が
投
入
す
る
自

動
車
モ
デ
ル
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー

と
交
渉
す
る
こ
と
に
な
る
。
各
メ
ー
カ
ー
が
強
い

関
心
を
示
し
、
仏
ル
ノ
ー
、
独
ダ
イ
ム
ラ
ー
な
ど

大
手
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
イ
ン
ド
・
レ
バ
な
ど

の
中
小
メ
ー
カ
ー
も
商
機
を
う
か
が
っ
て
い
る
が
、

各
社
と
も
盗
難
・
破
損
が
非
常
に
多
い
ヴ
ェ
リ
ブ

の
前
例
を
見
て
、
採
算
条
件
の
確
定
に
神
経
質

な
よ
う
だ
。
パ
リ
市
は
破
損
責
任
運
転
者
を
特
定

す
る
た
め
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を
車
に
組
み
込
む
考
え

だ
。
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
は
、
従
来
の
レ
ン
タ

カ
ー
同
様
運
転
者
の
責
任
と
な
り
、
事
故
や
破
損

の
陪
責
は
、
利
用
料
に
含
ま
れ
る
保
険
で
カ
バ
ー

す
る
。

パ
リ
市
は
オ
ト
リ
ブ
の
設
備
投
資
に
３
０
０
０ 

万
ユ
ー
ロ
（
39
億
円
）
の
拠
出
を
予
定
し
、
イ

ル
ド
フ
ラ
ン
ス
地
域
に
も
１
０
０
０
万
ユ
ー
ロ

（
13
億
円
）
の
負
担
を
求
め
て
い
る
。
郊
外
各
市

は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
１
カ
所
当
た
り
５
万
ユ
ー
ロ

（
６
５
０
万
円
）
を
負
担
す
る
。
運
営
費
用
は
利

用
料
金
収
入
で
賄
い
た
い
と
し
て
い
る
。

市
民
の
意
識
は
変
わ
っ
た
か
　

こ
う
し
た
代
替
交
通
機
関
の
拡
充
は
、
市
民
に

車
利
用
に
つ
い
て
の
意
識
変
革
を
も
た
ら
し
た
だ

ろ
う
か
。

渋
滞
解
消
の
実
感
は
薄
い
が
、
パ
リ
市
の
自
動

車
交
通
量
が
01
年
か
ら
07
年
の
間
に
20
％
減
少
し

た
、
統
計
的
事
実
が
あ
る
。
行
政
レ
ベ
ル
で
言
え

ば
、
パ
リ
に
限
ら
ず
、
多
く
の
自
治
体
首
長
が
左

右
を
問
わ
ず
環
境
と
公
共
交
通
重
視
を
掲
げ
て
い

る
の
は
、
今
や
環
境
問
題
が
有
権
者
の
重
要
関
心

事
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
仏
自
動
車
ク
ラ
ブ
連

盟
の
ジ
ェ
ロ
ン
ド
前
会
長
さ
え
「
車
擁
護
派
の
自

分
は
右
派
内
で
も
少
数
派
」
で
あ
る
こ
と
を
隠
さ

な
い
。
こ
う
し
た
意
味
で
は
、
従
来
環
境
意
識
が

鈍
い
と
い
わ
れ
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
人
全
般
の
メ
ン
タ

リ
テ
ィ
ー
の
変
化
は
否
定
し
難
い
。

し
か
し
、
環
境
を
口
に
す
る
フ
ラ
ン
ス
人
が
具

体
的
行
動
で
そ
れ
を
示
す
か
と
言
え
ば
話
は
別
だ
。

交
通
問
題
を
専
門
と
す
る
社
会
学
者
マ
ル
ズ
ロ
フ

氏
は
「
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
理
念
は
信
じ
る
が
実
行

は
し
な
い
」
と
苦
笑
す
る
。
車
道
の
削
減
は
「
強

制
的
で
不
愉
快
」
と
言
う
人
も
い
る
し
「
子
供
を

保
育
所
に
預
け
た
後
、
郊
外
の
職
場
に
行
く
に

は
車
が
な
い
と
無
理
」
な
ど
車
を
捨
て
る
気
は
な

い
市
民
も
多
い
。
車
を
持
っ
て
い
て
ヴ
ェ
リ
ブ
な

ど
の
代
替
交
通
も
利
用
し
て
い
る
人
に
は
、
元
か

ら
市
内
移
動
に
は
車
を
使
っ
て
い
な
い
例
が
目
立

つ
。公

共
交
通
利
用
者
20
数
人
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

約
１
対
２
の
割
合
で
「
市
民
の
習
慣
は
ま
る
で
変

わ
っ
て
い
な
い
」
と
「
わ
ず
か
な
が
ら
変
わ
っ
た
」

と
の
意
見
に
分
か
れ
た
。

今
後
の
動
向
は
、
08
年
３
月
に
就
任
し
た
ル
プ

テ
ィ
助
役
の
か
じ
取
り
に
掛
か
っ
て
い
る
。
新
助

役
は
ボ
ー
パ
ン
前
助
役
に
比
べ
政
策
理
念
も
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
も
穏
健
と
さ
れ
、
車
ロ
ビ
ー
も
一

定
の
満
足
を
表
明
し
た
。
新
助
役
は
「
諸
交
通

手
段
の
棲
み
分
け
調
整
と
い
う
01
年
以
来
の
目
標

を
継
続
す
る
」
と
し
て
ボ
ー
パ
ン
時
代
か
ら
の
政

策
変
更
は
な
い
と
し
て
い
る
が
、「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
追

求
」
も
掲
げ
、
前
助
役
と
の
ス
タ
イ
ル
の
違
い
を

隠
し
て
い
な
い
。
現
在
ま
で
耳
目
を
引
く
新
交
通

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
打
ち
出
し
て
お
ら
ず
、「
車
放
逐
」

か
ら
「
車
共
存
」
へ
の
密
か
な
転
換
を
見
る
向
き

も
あ
る
。
抵
抗
が
大
き
く
前
助
役
も
任
期
内
に
実

現
で
き
ず
に
棚
上
げ
状
態
と
な
っ
て
い
る
セ
ー
ヌ

河
岸
自
動
車
道
廃
止
と
商
店
街
レ
ン
ヌ
大
通
り
の

歩
行
者
天
国
化
案
の
行
方
、
右
派
や
経
団
連
が
市

財
源
強
化
を
狙
っ
て
提
案
し
て
い
る
車
の
入
市
税

導
入
へ
の
対
応
が
、
ル
プ
テ
ィ
助
役
の
方
向
を
見

定
め
る
試
金
石
に
な
る
だ
ろ
う
。

（金額表示は１ユーロ＝ 130 円として計算）
パリ交通公団（ＲＡＴＰ）
メトロ、トラム、郊外高速地下鉄、バスを運営。
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来
年
、
開
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
嵐
電
で
は
、

２
０
０
６
年
か
ら
「
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
計

画
」
を
実
施
。
路
線
名
「
嵐
電
」
へ
の
統
一
、
行
き

先
看
板
の
刷
新
や
分
か
り
や
す
い
駅
名
へ
の
変
更
な

ど
に
加
え
、
２
０
０
７
年
か
ら
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
京

都
・
雨
水
の
会
や
沿
線
住
民
と
協
働
し
て
「
花
と
緑

の
路
線
に
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
緑
化
活
動
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。

無
人
駅
を
彩
る
寄
せ
植
え

ま
ず
は
最
近
、
植
え
替
え
を
行
っ
た
ば
か
り
だ
と

い
う
等と
う
じ
い
ん

持
院
駅
、御お
む
ろ室

仁に
ん
な
じ

和
寺
駅
の
見
学
に
向
か
う
。

沿
線
を
巡
る
の
に
便
利
な
「
嵐
電
一
日
フ
リ
ー
き
っ

ぷ
」
を
買
っ
て
四
条
大
宮
駅
か
ら
乗
車
。

帷か
た
び
ら
の
つ
じ

子
ノ
辻
駅
で
北
野
線
に
乗
り
換
え
て
約
10
分
。

等
持
院
駅
に
降
り
立
つ
と
、
日
当
た
り
の
良
い
一
角

に
据
え
ら
れ
た
数
個
の
プ
ラ
ン
タ
ー
が
目
に
入
っ

た
。
白
や
薄
紫
の
小
さ
な
花
と
緑
の
寄
せ
植
え
は
、

お
花
屋
さ
ん
の
花
の
よ
う
な
華
や
か
な
も
の
で
は
な

い
け
れ
ど
、
ひ
っ
そ
り
と
し
た
無
人
駅
の
雰
囲
気
に

良
く
合
っ
て
い
る
。

続
い
て
、「
近
畿
の
駅
百
選
」
に
も
認
定
さ
れ
た
御

室
仁
和
寺
駅
に
向
か
う
。
以
前
は
「
御
室
」
と
い
う

駅
名
だ
っ
た
が
、
仁
和
寺
が
目
の
前
に
あ
り
、
参
拝

客
の
利
用
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
よ
り
わ
か
り
や

す
く
「
御
室
仁
和
寺
」
と
改
名
さ
れ
た
。

こ
ち
ら
の
駅
に
は
寄
せ
植
え
に
加
え
、「
藤
ふ
じ
ば
か
ま袴

」
の

鉢
植
え
が
ず
ら
り
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
秋
の
七
草

に
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
藤
袴
の
野
生
種
は
、
環
境
変

化
に
よ
っ
て
激
減
。
絶
滅
危
惧
種
と
な
り
、
京
都
府

で
は
保
護
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の

活
動
の
一
環
と
し
て
、
市
内
の
あ
ち
こ
ち
に
藤
袴
の
鉢

植
え
が
飾
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
藤
色
が
か
っ
た
白
く

小
さ
な
花
を
無
数
に
咲
か
せ
た
藤
袴
は
、
虫
に
と
っ

て
は
よ
ほ
ど
魅
力
的
な
花
な
の
か
、
鉢
植
え
の
周
囲

に
は
た
く
さ
ん
の
蝶
や
蜂
が
飛
び
回
っ
て
い
た
。

仁
和
寺
や
等
持
院
の
他
に
、
北
野
線
沿
線
に
は
石

庭
で
有
名
な
龍り

ょ
う
あ
ん
じ

安
寺
や
妙
心
寺
な
ど
、
観
光
名
所
が

近
在
し
て
い
る
。
駅
と
駅
と
の
間
隔
が
狭
い
こ
と

も
あ
り
、
こ
う
し
た
名
所
を
徒
歩
で
巡
っ
て
い
る
観

光
客
の
姿
を
沿
線
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
見
か
け
る
。

歩
き
疲
れ
た
ら
近
く
の
駅
か
ら
電
車
移
動
に
切
り
替

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
観
光
に
は
と
て
も
便
利

だ
。

地
域
に
支
え
ら
れ
た
緑
化
活
動

こ
う
し
た
プ
ラ
ン
タ
ー
に
彩
ら
れ
た
駅
は
等
持
院

駅
、
御
室
仁
和
寺
駅
に
限
ら
ず
、
嵐
電
沿
線
の
随
所

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
21
あ
る
嵐
電
の
駅

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
無
人
駅
。
植
物
の
維
持
管
理

に
必
要
な
水
道
の
設
備
が
な
く
、
当
初
、
緑
化
活
動

に
取
り
組
む
に
は
困
難
な
状
況
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
変
え
た
の
が
、
雨
水
の
有
効
活

用
に
取
り
組
ん
で
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
京
都
・
雨
水
の

会
だ
。
嵐
電
で
は
、
こ
の
会
の
協
力
の
下
、
雨
水
を

貯
め
る
雨
水
タ
ン
ク
を
各
駅
に
設
置
。
気
軽
に
水
や

り
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
沿
線
住
民
を

中
心
に
、
近
在
の
小
中
学
校
や
商
店
街
の
協
力
を
得

て
、
活
動
は
支
え
ら
れ
て
い
る
。

ど
の
駅
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
も
き
ち
ん
と
人
の
手
が

加
え
ら
れ
て
い
て
、
見
て
い
て
気
持
ち
が
良
い
。
嵐

電
の
緑
化
活
動
が
地
域
に
根
付
い
た
も
の
で
あ
る
こ

京福電鉄　嵐電

京福電気鉄道
【けいふくでんきてつどう】

四条大宮から嵐山を結ぶ嵐山本線（7.2㎞）と、

その途中、帷子ノ辻から枝分かれして北
きたのはくばいちょう

野白梅町

までを結ぶ北野線（3.8㎞）の 2 路線を擁する。

2010 年には開業 100 周年を迎える京都唯一の路

面電車。

嵐電嵐山本線嵐電嵐山本線

嵐電北野線嵐電北野線

嵐山
帷子ノ辻帷子ノ辻

嵐電天神川

鳴滝鳴滝

宇多野宇多野

龍安寺

山ノ内

四条大宮

北
野
白
梅
町

西院

京都

西
大
路
三
条

右／等持院駅の寄せ植え
左／藤袴の鉢植えには虫たちが集まっている

京
都
有
数
の
観
光
名
所
を
沿
線
に

多
数
抱
え
る
京
福
電
気
鉄
道
の

路
面
電
車
「
嵐ら

ん
で
ん電

」。
そ
の
多
く
は

無
人
駅
だ
が
、
地
域
住
民
と
と
も
に

緑
化
活
動
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

連
　
載文・写真　松澤美穂
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と
が
感
じ
ら
れ
た
。

他
路
線
と
の
ア
ク
セ
ス
で
利
便
性
を
向
上

さ
て
、
今
度
は
帷
子
ノ
辻
駅
か
ら
嵐
山
本
線
に

乗
っ
て
み
る
。

人
気
の
観
光
エ
リ
ア
で
あ
る
嵐
山
と
京
都
市
内
と

を
結
ぶ
嵐
山
本
線
に
も
北
野
線
と
同
様
、
広
隆
寺
や

車く
る
ま
ざ
き
じ
ん
じ
ゃ

折
神
社
と
い
っ
た
観
光
名
所
が
い
く
つ
も
点
在
し

て
い
る
。
嵐
電
は
沿
線
住
民
の
生
活
の
足
で
あ
る
と

同
時
に
、
そ
の
全
域
に
京
都
有
数
の
観
光
名
所
を
多

数
抱
え
る
観
光
路
線
で
も
あ
る
の
だ
。

２
０
０
８
年
に
は
、
京
都
市
営
地
下
鉄
東
西
線
の

太
秦
天
神
川
駅
と
の
乗
換
駅
と
し
て
、
嵐
電
天
神
川

駅
を
新
設
し
、
地
下
鉄
と
の
ア
ク
セ
ス
を
実
現
。
通

勤
・
通
学
の
利
用
者
は
も
ち
ろ
ん
、
観
光
客
の
利
便

性
も
格
段
に
向
上
し
た
。

さ
ら
に
東
西
線
に
は
琵
琶
湖
方
面
に
向
か
う
京
阪

京け
い
し
ん津

線
が
乗
り
入
れ
て
い
る
た
め
、
嵐
電
沿
線
か
ら

琵
琶
湖
方
面
へ
か
け
て
の
観
光
も
可
能
に
。
こ
う
し

た
他
路
線
と
の
ア
ク
セ
ス
を
生
か
し
た
観
光
計
画
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
、「
京
都
市
営
地
下
鉄
・
嵐
電
１
ｄ
ａ

ｙ
チ
ケ
ッ
ト
」（
嵐
電
と
市
営
地
下
鉄
全
線
が
乗
り
放

題
）
や
「
京
都
嵐
山
・
び
わ
湖
大
津
１
ｄ
ａ
ｙ
チ
ケ
ッ

ト
」（
嵐
電
・
市
営
地
下
鉄
全
線
・
京
阪
電
車
大
津
線

全
線
が
乗
り
放
題
）な
ど
も
企
画
発
売
さ
れ
て
い
る
。

嵐
山
は
一
大
観
光
エ
リ
ア

四
条
大
宮
駅
か
ら
約
20
分
、
帷
子
ノ
辻
駅
か
ら
な

ら
７
分
程
度
で
嵐
山
駅
に
着
く
。
市
バ
ス
や
観
光
バ

ス
で
道
路
が
大
渋
滞
を
起
こ
す
春
や
秋
の
観
光
ト
ッ

プ
シ
ー
ズ
ン
で
も
、
電
車
に
は
影
響
し
な
い
。

２
０
０
２
年
に
全
面
改
装
さ
れ
た
嵐
山
駅
に
は
、

飲
食
店
や
土
産
物
店
が
入
っ
た
「
は
ん
な
り
ほ
っ
こ

り
ス
ク
エ
ア
」
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、
改
札
を
出
る

前
か
ら
観
光
地
の
賑
わ
い
に
包
ま
れ
る
。
駅
を
出
た

観
光
客
の
多
く
は
、
駅
前
に
あ
る
嵐
山
観
光
の
目
玉

ス
ポ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
、
天
龍
寺
に
向
か
う
。

夢む
そ
う
こ
く
し

窓
国
師
に
よ
る
庭
園
で
有
名
な
天
龍
寺
は
、

世
界
文
化
遺
産
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
海
外

か
ら
の
観
光
客
も
多
い
。
嵐
山
を
借
景
と
し
た

池ち
せ
ん
か
い
ゆ
う
し
き
て
い
え
ん

泉
回
遊
式
庭
園
を
眺
め
て
い
る
と
、
英
語
や
韓
国

語
、
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
色
々
な
国
の
言
葉
が
耳
に

入
っ
て
く
る
。
外
国
人
観
光
客
が
こ
の
庭
園
に
抱
く

感
想
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

天
龍
寺
の
す
ぐ
そ
ば
に
は
縁
結
び
の
ご
利
益
で
有

名
な
野
宮
神
社
。
も
う
少
し
足
を
伸
ば
せ
ば
保
津
川

沿
い
を
走
る
ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
駅
。
さ
ら
に
先
ま
で

足
を
延
ば
せ
ば
嵯
峨
野
巡
り
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
今
回
は
こ
こ
ま
で
。
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
で
嵯
峨

野
巡
り
に
向
か
う
人
々
を
見
送
り
つ
つ
駅
へ
戻
る
。

一
日
、
沿
線
を
巡
り
歩
き
、
疲
れ
た
足
を
励
ま
し

て
最
後
に
向
か
う
の
は
嵐
山
駅
構
内
、
ホ
ー
ム
の
端

に
あ
る
「
嵐
山
温
泉
『
駅
の
足
湯
』」
だ
。
駅
員
さ

ん
に
声
を
か
け
、
利
用
料
１
５
０
円
と
引
き
換
え
に

タ
オ
ル
を
も
ら
う
。

ぼ
ん
や
り
と
足
湯
に
浸
か
り
な
が
ら
、
出
入
り
す

る
電
車
を
眺
め
る
。
足
先
か
ら
じ
ん
わ
り
伝
わ
る
温

か
さ
が
心
地
良
い
。「
も
う
一
台
後
、
も
う
一
台
後
」

と
、
帰
り
の
電
車
は
す
っ
か
り
遅
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

まだ新しい嵐電天神川駅

こんなラッピング電車も

雨水タンクは駅によって異なる

広隆寺の目の前を通過する（2009 年 10 月 14 日、
江ノ島電鉄と姉妹提携をした嵐電。写真の電車は姉
妹提携記念の「江ノ電号」）

嵐山駅ホームの端にある足湯 嵐山を借景にした天龍寺の庭園

嵐電
天神川駅

広隆寺天龍寺の
庭園
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文・遠藤展子
Nobuko ENDO
エッセイスト。1963 年東京生まれ。時代小説作

家・藤沢周平（本名・小菅留治）の一人娘。著

書に『藤沢周平 父の周辺』『父・藤沢周平との

暮し』。現在、山形県鶴岡市に建設される「鶴岡

市立 藤沢周平記念館」開設に向けての準備等、

父・藤沢周平に関わる仕事に携わっている。

第
二
十
七
回

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

イラスト・岡林玲生

西
武
線
と
私

　

電
車
と
言
う
と
、
私
に
は
忘
れ
ら
れ
な
い
光

景
が
あ
り
ま
す
。
私
が
五
歳
頃
の
出
来
事
で

す
。
冬
の
初
め
の
柔
ら
か
な
日
差
し
が
電
車
の

窓
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
、
そ
の
眩
し
さ
に
目
を

細
め
る
私
が
い
ま
す
。
そ
の
隣
に
は
父
と
女
の

人
が
座
っ
て
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
父
の
肩
越

し
に
、
そ
の
女
の
人
を
見
て
は
、
目
が
合
う
と

父
の
後
ろ
に
隠
れ
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
繰
り
返

し
な
が
ら
、
電
車
は
い
く
つ
か
の
駅
を
通
過
し

て
行
き
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
そ
の
人
が
私
に

ニ
コ
ッ
と
頬
笑
み
、
そ
れ
を
見
て
私
は
仏
頂
面

の
ま
ま
、
二
人
の
間
に
割
っ
て
入
り
、
座
っ
た

の
で
し
た
。

　

私
の
父
は
時
代
小
説
家
の
藤
沢
周
平
と
言
い

ま
す
。
そ
の
時
の
女
の
人
が
、
父
が
再
婚
し
た

今
の
母
で
す
。
そ
れ
ま
で
父
と
祖
母
の
三
人
暮

ら
し
で
し
た
が
、
母
が
来
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

我
が
家
の
生
活
は
明
る
い
も
の
に
な
り
ま
し

た
。
仏
頂
面
で
、
あ
ま
り
お
し
ゃ
べ
り
が
上
手

で
は
な
か
っ
た
私
も
母
を
相
手
に
、
お
し
ゃ
べ

り
な
女
の
子
に
育
ち
ま
し
た
。

　

幼
い
頃
を
清
瀬
で
過
ご
し
、
そ
の
後
小
学
生

に
な
っ
て
東
久
留
米
へ
引
っ
越
し
ま
し
た
。
東

久
留
米
は
緑
が
と
て
も
多
く
、
家
の
前
に
大
き

な
林
が
あ
り
、
父
は
飛
ん
で
く
る
野
鳥
を
見
て

は
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
駅
に
向
か
う
途
中
に

は
河
原
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
散
歩
の
好
き

だ
っ
た
父
に
く
っ
つ
い
て
行
き
、
父
が
小
説
の

案
を
考
え
て
い
る
間
、
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
で
首
飾

り
を
作
っ
た
り
、
春
に
は
土
筆
を
見
つ
け
て
家

に
持
ち
帰
り
、母
に
料
理
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

自
然
が
周
り
に
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
日
々
季
節

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
が
小
さ
い
頃
に
は
父
は
よ
く
上
野
動
物
園

に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
の
で
、
電
車
に
乗
る

の
は
楽
し
い
こ
と
で
し
た
。

　
「
展
子
、
動
物
園
で
も
行
く
か
」
と
言
う
父

の
声
を
今
で
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。

大
人
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
も
、
こ
の
時
ば
か
り

は
父
の
足
に
し
っ
か
り
し
が
み
つ
い
て
、
電
車

の
揺
れ
な
ど
な
ん
の
そ
の
と
い
う
気
分
で
し

た
。
帰
り
の
電
車
は
も
ち
ろ
ん
、疲
れ
き
っ
て
、

立
っ
て
い
る
の
も
や
っ
と
で
し
た
が
…
…
。

　

そ
の
後
移
り
住
ん
だ
大
泉
学
園
も
ま
た
、
緑

が
多
く
、
駅
か
ら
家
ま
で
の
三
十
分
ぐ
ら
い
の

道
の
り
は
両
側
に
桜
の
木
が
あ
り
、
春
に
は
桜

の
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
ま
し
た
。

　

父
の
作
品
に
は
『
山
桜
』
や
『
花
の
あ
と
』

な
ど
桜
の
花
が
た
び
た
び
出
て
く
る
の
で
す

が
、
こ
の
桜
の
ト
ン
ネ
ル
が
散
歩
好
き
の
父
の

ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
ふ
っ
と

考
え
た
り
し
ま
す
。

　

東
北
生
ま
れ
の
父
が
、
上
京
し
て
最
初
に
住

ん
だ
の
が
西
武
線
沿
線
で
し
た
。
緑
や
畑
が

残
っ
て
い
る
風
景
を
父
は
と
て
も
気
に
入
っ
て

い
ま
し
た
。
父
の
半
生
は
西
武
線
と
と
も
に
あ

り
ま
し
た
。
考
え
て
み
る
と
、
私
も
人
生
の
ほ

と
ん
ど
を
、
西
武
線
沿
線
で
過
ご
し
て
来
ま
し

た
。
生
ま
れ
た
時
も
、
学
校
も
就
職
も
、
結
婚

相
手
ま
で
西
武
線
沿
線
で
育
っ
た
人
で
し
た
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
は
全
て
、
父
の
影
響
が
大
き

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
父
は
、
十
二
年
前

に
大
泉
学
園
で
六
十
九
年
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し

た
。
西
武
線
は
私
た
ち
家
族
の
思
い
出
を
た
く

さ
ん
乗
せ
て
今
日
も
走
り
続
け
る
の
で
す
。
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今
回
は
、テ
オ・ア
ン
ゲ
ロ
プ
ロ
ス
が
一
九
八
八
年
に
撮
っ
た
名
作
「
霧
の
中
の
風
景
」

を
紹
介
す
る
。
筆
者
の
独
断
で
あ
る
が
、
テ
オ
・
ア
ン
ゲ
ロ
プ
ロ
ス
は
、
現
在
存
命
の

中
で
最
も
優
れ
た
監
督
で
あ
る
と
思
う
。日
本
で
最
初
に
公
開
さ
れ
た「
旅
芸
人
の
記
録
」

か
ら
最
近
の
「
エ
レ
ニ
の
旅
」
に
至
る
ま
で
、
好
み
の
点
で
の
差
は
あ
っ
て
も
、
す
べ
て

名
作
、
傑
作
ぞ
ろ
い
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
い
。
ア
ン
ゲ
ロ
プ
ロ
ス
の
作
品
は
、
冒
頭

の
作
品
に
加
え
、「
狩
人
」
や
「
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大
王
」
な
ど
、
ギ
リ
シ
ャ
の
現
代
史

を
題
材
に
し
た
作
品
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
の
「
霧
の
中
の
風
景
」
は
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ

ク
と
言
う
に
は
リ
ア
ル
な
映
像
が
多
過
ぎ
る
が
、
寓
話
的
な
映
画
で
あ
り
、
同
監
督
の

作
品
の
中
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

ス
ト
ー
リ
ー
を
さ
ら
り
と
紹
介
す
る
の
は
難
し
い
。
映
画
は
、
幼
い
姉
弟
が
未
だ
見

ぬ
父
が
ド
イ
ツ
に
い
る
と
信
じ
、
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
鉄
道
を
利
用
し
、
ド
イ
ツ
に
向
か
う

途
中
の
出
来
事
を
描
い
て
い
る
。
こ
う
書
く
と
「
母
を
訪
ね
て
三
千
里
」
的
な
話
と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ま
っ
た
く
異
な
る
の
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
と
ド
イ
ツ
は
国

境
を
接
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
子
供
た
ち
の
父
親
は
ド
イ
ツ
に
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か

「霧の中の風景」

幼い姉弟が出発した、旅――
痛切なまでに美しい寓話的な映像詩。

1946 年東京生まれ、69 年東大経済卒、
同年運輸省入省、人事課長、運輸審議
官等を経て、2002 年 8 月国土交通審議
官を退官。現在は財団法人運輸政策研
究機構・会長を務める。フィルム･コミッ
ション（FC）への取り組みなど、映画へ深
い情熱を注ぐ。

文・羽生次郎
text by  Jiro HANYU

27鉄道と映画

LANDSCAPE IN THE MIST

ら
、
父
を
訪
ね
る
姉
弟
の
行
動
は
、
子
供
た
ち
が
理
想
を
追
っ
て
苦
労
す
る

過
程
を
象
徴
し
て
い
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
言
わ
ば
青
い
鳥
を
求
め
た
子

供
た
ち
の
旅
で
あ
る
。
こ
の
旅
で
幼
い
姉
弟
は
、
偽
善
、
死
、
暴
力
、
愛
、

破
局
、
希
望
の
喪
失
な
ど
を
経
験
し
、
や
っ
と
国
境
駅
か
ら
川
を
越
え
ド
イ

ツ
側
に
到
着
す
る
。
ド
イ
ツ
に
存
在
し
な
い
父
は
、
当
然
い
な
い
が
、
そ
こ

で
姉
弟
の
求
め
て
い
た
も
の
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
川
を
越

え
る
際
に
、
国
境
警
備
隊
の
銃
声
が
響
く
の
で
、
こ
の
姉
弟
が
死
後
に
求
め

て
い
る
も
の
に
た
ど
り
着
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
こ
の
映
画
の

寓
話
的
な
展
開
を
見
る
と
銃
声
を
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
捉
え
る
必
要
は
な

い
と
思
う
。

ア
ン
ゲ
ロ
プ
ロ
ス
の
撮
り
方
は
、「
狩
人
」
や
「
ユ
リ
シ
ー
ズ
の
瞳
」
と
同

様
に
現
実
と
非
現
実
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
の
で
、
論
理
的
に
ス
ト
ー
リ
ー

の
展
開
を
紹
介
す
る
こ
と
は
難
し
く
、個
々
の
シ
ー
ン
に
全
体
の
ス
ト
ー
リ
ー

展
開
の
中
で
意
味
づ
け
を
与
え
る
こ
と
も
や
は
り
感
心
で
き
な
い
。
監
督
自

身
が
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
個
々
の
シ
ー
ン
は
「
厳
密
な
意
味
を
込
め
ず
に

シ
ナ
リ
オ
に
組
み
入
れ
る
」（「
作
品
完
成
時
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
霧

の
中
の
風
景
」
付
属
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
）
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
個
々
の

シ
ー
ン
、
例
え
ば
馬
の
死
ぬ
場
面
、
巨
大
な
彫
刻
の
指
が
吊
り
上
げ
ら
れ
る

場
面
、
海
を
背
景
に
し
た
旅
芸
人
と
の
交
流
場
面
な
ど
が
余
り
に
も
意
味
あ

り
げ
で
、
そ
し
て
美
し
い
の
で
、
つ
い
つ
い
勘
繰
り
た
く
な
っ
て
し
ま
う
が
、

こ
こ
で
は
子
供
た
ち
が
全
力
を
挙
げ
て
求
め
れ
ば
、
存
在
し
な
い
も
の
は
得

ら
れ
な
く
と
も
、
そ
の
ひ
た
向
き
な
努
力
は
報
わ
れ
る
と
い
う
寓
話
的
映
画

と
し
て
見
る
の
が
素
直
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
個
々
の
シ
ー
ン
が
素
晴
ら
し

く
、
ア
ン
ゲ
ロ
プ
ロ
ス
・
マ
ニ
ア
な
ら
ず
と
も
楽
し
め
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
無
い
。

「
霧
の
中
の
風
景
」
に
登
場
す
る
鉄
道
は
、
今
ま
で
紹
介
し
た
映
画
の
鉄

道
と
異
な
り
、
寓
話
上
の
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
導
入
部
の
駅
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
場
面
か
ら
始
ま
り
、
待
合
室
、
列
車
内
と
数
多
く
登
場
し
、
い

ず
れ
も
存
在
感
が
十
分
あ
る
。
特
に
駅
舎
は
妙
に
も
の
悲
し
く
撮
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
鉄
道
路
線
を
通
ら
な
け
れ
ば
、
幼
い
姉
弟
は
目
的
地
に
到
達
で
き

な
い
、
関
門
の
役
割
を
鉄
道
が
果
た
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。

鉄
道
シ
ー
ン
へ
の
興
味
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
若
干
の
難
解
度
は
あ
っ
て
も
、

現
代
映
画
の
名
作
の
一
つ
で
あ
り
、
ご
覧
に
な
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

写真協力　紀伊國屋書店

「テオ・アンゲロプス全集DVD-BOXⅢ
＜時空を超える旅＞」KKDS-130

「霧の中の風景」「蜂の旅人」「アレクサンダー大王」の
3 作品を収録。
価格：17,640 円（税込）
販売元：紀伊國屋書店
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南
海
電
気
鉄
道
（
南
海
電
鉄
）
の
前

身
は
、
明
治
十
八
年
難
波
│
大
和
川
間
を

開
業
し
た
阪は
ん
か
い堺
鉄
道
に
始
ま
る
。
明
治

三
十
一
年
に
は
新
設
の
南
海
鉄
道
と
合
併
。

以
後
、
四
十
二
年
に
競
合
路
線
の
浪
速
電

車
軌
道
、
大
正
四
年
に
は
同
じ
く
阪
堺
電

気
軌
道
を
続
々
と
合
併
。
そ
し
て
、
大
正

十
一
年
九
月
に
大
阪
高
野
鉄
道
、
高
野
大

師
鉄
道
を
合
併
し
て
い
る
が
、
初
三
郎
は
、

そ
の
半
年
程
前
の
二
月
に
「
高
野
電
車
沿

線
名
所
図
絵
」
を
刊
行
し
て
い
る
。

　
大
阪
汐
見
橋
を
起
点
と
し
て
、
住
吉
、

堺
、
長
野
を
経
由
し
て
高
野
山
麓
の
橋
本

に
達
す
る
路
線
と
高
野
山
上
の
一
大
宗
教
・

観
光
都
市
―
―
平
安
初
期
の
僧
・
弘
法
大

師
（
空
海
）
が
八
一
六
年
、
嵯
峨
天
皇
の

勅
許
を
得
て
開
山
し
た
金こ
ん
ご
う剛

峯ぶ

じ寺
を
中
心

と
し
た
僧
院
、
住
宅
、
学
校
な
ど
を
立
体

絵
地
図
風
に
描
画
し
た
作
品
で
あ
る
。

　
初
三
郎
の
「
絵
に
添
へ
て
一
筆
」
に
よ

れ
ば
、
本
図
絵
完
成
の
志
を
立
て
、
踏
査

が
実
現
し
た
の
は
、
大
正
九
年
春
の
こ
と
。

高
野
山
図
絵

文
・
藤
本
一
美

text by Kazum
i FUJIM

O
TO

藤本一美
首都大学東京（都立大学）非常勤講師。日本国際地図学会常任委員。鳥瞰図・展望図資料室兼山岳情報資料室主宰。
近・現代の鳥瞰図絵師の作品収集と研究に精力的に取り組んでいる。著書に『旅と風景と地図の科学Ⅱ』（私家版 2006 年）、
最新刊に『展望の山50選 関東編』（東京新聞出版局）がある。

連載─第�回

高
野
聖
山
鳥
瞰
図
・
高
野
山
鳥
瞰
図



『常喜院を中心とせる高野山図絵絵葉書』（昭和9年）

31 MINTETSU WINTER 2010

以
来
、
二
カ
月
を
費
や
し
て
絹
本
天
地
三

尺
五
寸
、
横
幅
一
丈
六
尺
に
わ
た
る
原
画

を
完
成
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
印
刷
折
図
・
原
画
と
も
、
そ
の
沿
線
の

様
子
と
山
上
都
市
の
全
貌
が
ひ
し
ひ
し
と

伝
わ
っ
て
く
る
が
、
橋
本
か
ら
九
度
山
町
、

矢
立
を
経
て
山
上
大
門
終
点
に
至
る
延
長

線
は
、
計
画
線
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る

も
の
の
実
現
し
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
に
変
わ
る
初
三
郎
作
品
が
、
昭
和

九
年
、
弘
法
大
師
一
千
百
年
御
遠
忌
記
念

出
版
の
「
高
野
山
図
絵
」
で
、
改
訂
版
と

も
い
え
る
本
図
で
あ
る
。

　
大
正
十
四
年
三
月
に
設
立
し
た
高
野
山

電
気
鉄
道
は
、
高
野
下
―
紀
伊
神
谷
間
の

開
通
に
始
ま
り
、
昭
和
七
年
に
は
南
海
鉄

道
と
の
相
互
乗
り
入
れ
を
実
施
し
、
難
波

―
高
野
山
間
の
直
通
運
転
を
開
始
し
た
。

こ
の
高
野
山
電
気
鉄
道
が
、
戦
時
中
の
合

併
分
離
を
経
て
、
昭
和
二
十
二
年
、
社
名

を
改
め
発
足
し
た
南
海
電
気
鉄
道
の
母
体

と
な
り
、
現
在
の
路
線
網
に
至
っ
て
い
る
。

　
よ
く
見
る
と
、
極
楽
橋
か
ら
高
野
山
ま

で
の
鋼
索
線
も
し
っ
か
り
描
画
。
乗
車
す

れ
ば
高
野
山
上
へ
の
誘
い
の
旅
が
待
っ
て

い
る
巧
み
な
筆
致
で
あ
る
。
ま
た
、
鳥
瞰

図
そ
の
も
の
が
機
密
保
護
上
ス
パ
イ
扱
い

と
な
り
、
由
良
要
塞
司
令
部
の
検
閲
済
印

に
は
暗
い
世
相
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
富
士

山
や
滝
、
電
車
な
ど
絵
的
に
〝
遊
び
心
〞

に
満
ち
た
楽
し
い
図
絵
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

南
海
電
気
鉄
道
株
式
会
社

N
ankai E

lectric R
ailw

ay C
o.,Ltd.

創
業
：
明
治
18
（
１
８
８
５
）
年
12
月
27
日

設
立
：
大
正
14
（
１
９
２
５
）
年
３
月
26
日

本
社
：
大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
難
波
５
丁
目
１
番
60
号

　大阪府南部と和歌山県北部を基盤と
して、大阪の難波から和歌山・関西空港・
高野山などを結ぶ南海電鉄。社名の「南
海」とは律令制の南海道（紀伊国・淡路・
四国）に由来する。南海線（南海本線
と 4 つの支線を総称）、空港線、高野
線（鋼索線含む）、全 154.8㎞の営業路
線を 702 両の列車が運行している。グ
ループは運輸、不動産、流通、レジャー・
サービス、建設、その他の 6 セグメン
トから成り、「Fine ＆ Bright　NANKAI
―お客さまとともに」のスローガンの
もと、企業としての社会的責任を果た
し、各分野で堅実な成長を重ねている。

Fine ＆ Bright　
NANKAI お客さまとともに

加
太

和歌山市和歌山市

みさき公園

尾崎

関西空港 泉佐野

岸和田

泉大津

高師浜

堺

金剛

北野田

河内長野

橋本

極楽橋

高野山

岸里玉出

汐見橋 難波

新今宮新今宮
天下茶屋天下茶屋

堺東堺東

和歌山港

多
奈
川

南海本線

高師浜線

空港線

加太線
和歌山港線

多奈川線

高
野
線

鋼
索
線

南海電気鉄道株式会社 路線図

紀ノ川紀ノ川

貝塚貝塚

羽衣羽衣
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